


花
ま
つ
り
の
普
及
に
、
今
期
も
事
業
を
継
続
し
て
運 

動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
花
の
種
等 

を
次
の
内
容
で
実
費
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望 

の
寺
院
様
は
お
申
し
込
み
ご
利
用
願
い
ま
す
。

•

内
容

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
紙
封
筒
と
、
花
の
種
、
甘
茶
テ 

ィ
ー
パ
ッ
ク
、
三
仏
忌
の
説
明
文
、
道
元
禅
師
様
の 

お
言
葉
カ
ー
ド
を
詰
め
た
状
態
で
送
付
し
ま
す
。
 

•

申
し
込
み
数
量
と
費
用

一
口 

一
〇
〇
部
単

位
(

何
口

で
も
構
い
ま
せ
ん) 

一

部

七

五

円

•

申
し
込
み
方
法

葉
書
又
はF
A
X

に
て
、
県
名
、
寺
籍
番
号
、
氏
名
、
 

住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
個
数
口
等
を
記
載
し
て
お 

申
し
込
み
願
い
ま
す
。

•

申
し
込
み
先

〒7
6
9
 1 0
2
1
0

香
川
県
綾
歌
郡
宇
多
津
町1
4
3
7
 

南

隆

寺

内

大

石

光

昭

ま

で
 

F
A
X
 
0
8
7
7
1
4
9
1
3
0
9
2
 

•

申
し
込
み
期
限

•

平
成
十
四
年
一
一
月
末
日

配
布
予
定 

平
成
十
四
年
三
月
中
旬
ご
ろ

•

配
布
方
法

着
払
い
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

咲
か
せ
た
花
の
お
写
真
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ 

—
ド
等
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
そ
う
せ
い
サ
ロ 

ン
で
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
宛
先
は
二
十
七
ぺ
一 

ジ

「そ
う
せ
い
サ
ロ
ン
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。



冬は死にたとえられることがある。

冬の森に行って、雪の上に仰向けになる。 

昨日降ったばかりの雪にすべての音が吸い 

込まれる。

なるほどこの静寂さは死に似ているのかも 

しれない。が、どこか懐かしくもある。

夏の海の底の静寂さ、母の胎内の静寂さも 

このようだったのかもしれない。

真冬の森で思い出されるのは真夏の海であ 

り、生のイメージ。

静寂さが心との距離を近づける。

冬、雪が冴える。

撮影/小原幸子

eい
S O S E I

WHAT'S NEW

禅文化学林東北大会
平成13年11月19日福島県郡山市「ホテルハマツ」において、「天真 

に生きる」をテーマに全国曹洞宗青年会主催東北地区曹洞宗青年会連 

絡協議会主管により禅文化学林東北大会が会員、一般含めて800余人 

が参加して盛会裡に円成した。当日は大本山總持寺貫首板橋興宗禅師 

にご来臨を賜りご講演を戴いた。

C 〇 N T E N T S
7

お寺散策 大谿山豪徳寺

8
環境問題のスピリチュアルな視座③ 正木 高志

70
デイスカバーヒューマンライッ② 見野 彰信

12
現代と宗教 牟田口義郎

14
SOSEIインターナショナル 藤田 一照

16
インターネットの世界をのぞいてみよう！ その18

17
パソコン格闘記

18
全曹青情報局

22
そうせいINFORMATION

25
エコクッキング 小池 澄子

26
賛助会員御芳名

27
そうせいサロン

27
遠山無限 池上 幸秀

28
青年会モザイク



♦

特
集

禅
文
化
学
林

平成13年度禅文化学林東北大会開催される

去る、平成13年11月19日福島県郡山市「ホテルハマツ」 

において、主催全国曹洞宗青年会、主管東北地区曹洞宗 

青年会連絡協議会により、禅文化学林東北大会が会員と 

一般含め800余人が参集し、江戸時代、あえて寺も持た 

ずに乞食僧となり、現代においてなお一層の輝きを放つ 

良寛禅師の生き様に触れ、今後私達青年僧の目指すべき 

方向性の探求をすべく今大会が催されました。

基調講演として、大本山總持寺貫首板橋興宗禅師が 

「大愚良寛」という演題で、続いて全国良寛会会長小島 

寅雄氏が「良寛和尚と70年」という演題でお話されまし

その後、小島寅雄氏を囲んで全曹青会長及び東北六県 

の各曹青会の代表者をパネリストにパネルディスカッシ 

ョンが行われました。最後の清興では「心のハーモニ 

ー •詠讃歌と尺八の出会い」と題して秋田県自性院住職 

鈴木道雄師、秋田県東泉寺住職柴田弘一師、千葉県慈 

恩院住職石井寛道師、を中心とした宗侶と箏曲家による 

演奏があり大会が盛会裡に大円成しました。

なお、基調講演をいただいた板橋禅師は、最後まで会 

場に留まり耳を傾けていただき、閉会の挨拶につづき、 

マイクに向かい、「清興に感動し、この青年会の大会は 

大変良かった」とお褒めのお言葉を下さいました。
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♦

特
集

禅
文
化
学
林

開

催

に

あ

た

り

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
長

池

上

幸

秀
 

平
成

13
年
度
禅
文
化 

学
林
東
北
大
会
が
、

こ 

の
福
島
県
郡
山
市
で
開 

催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
曹
青
会
員
は
も
と
よ
り
、
 

宗
侶
各
位
、

一
般
檀
信
徒
の
皆
様
方
に
は
多
数
の 

ご
参
加
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

「禅
文
化
学
林
」

は
、

「学

林
(

サ
ン
ガ)

」
と
し 

て
僧
俗
共
に
集
い
、

「禅
•

文
化
」

の
知
識
を
体 

系
的
に
整
理
し
、

一
般
的
在
家
の
生
活
中
に
生
か 

さ
れ
る
よ
う
用
意
さ
れ
た
学
習
の
場
で
す
。
実
際 

に
は
、
私
た
ち
青
年
僧
が
地
域
社
会
の
中
で
、
在 

家
的
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
僧
侶
と
し
て
、
 

大
衆
の
信
頼
を
獲
得
し
、
仏
教
的
体
系
の
中
で
善 

き
導
き
手
と
な
れ
る
か
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
一 

般
在
家
の
皆
様
と
共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
模
索 

し
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
り
ま
す
。
 

テ
ー
マ
は
「《
天
真
に
生
き
る
》
〜
い
ま
、
良
寛
さ 

ま
に
学
ぶ
安
ら
ぎ
の
心
〜
」
で
す
。
昨
年
は
、
良
寛 

1
7
0
年
祭
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
こ
と
も
誘
因
と 

な
つ
て
、
良
寛
さ
ま
の
生
き
様
に
学
ぼ
う
と
い
う 

大
々
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
、
 

現
代
社
会
に
顕
在
化
し
て
い
る
出
口
の
見
え
な
い 

暗
澹
た
る
難
問
題
に
つ
い
て
、
仏
教
者
、
青
年
僧
の 

立
場
で
、
ど
う
向
か
い
合
っ
て
い
け
る
の
か
、
皆
様 

と
共
に
良
寛
さ
ま
の
安
ら
ぎ
の
心
に
学
ん
で
参
り 

た
い
と
思
い
ま
す
。良
寛
さ
ま
の
中
に
忘
れ
か
け
て 

い
た
自
分
自
身
を
再
発
見
し
、
明
日
か
ら
の
生
き
方 

に
変
化
が
訪
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
大
会
に
当
た
り
ご 

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
ご
苦
労
に
心 

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
東

北

曹

青

発

の

「慕
古
心
」
 

報
恩
行
と
し
て
円
成
し
、
全
国
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
と 

し
て
と
ど
ろ
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。合

掌

歓
迎
の
こ
と
ば 

禅
文
化
学
林
東
北
大
会
実
行
委
員
長 

曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
会
長

室

井

義

春
 

今
大
会
開
催
に
対
し 

ま
し
て
は
、
関
係
各
位 

の
温
か
い
お
力
添
え
を 

賜
り
、
本
日
は
こ
う
し
て
大
勢
の
方
々
の
ご
参
加 

を
頂
き
、
実
行
委
員
一
同
こ
れ
に
勝
る
感
激
は
あ 

り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
私
達
禅
宗
僧
侶
に
と
り
ま
し
て
一
番
大 

切
な
事
は
、
自
己
の
計
ら
い
を
捨
て
て
ゆ
く
事
だ 

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
何
も
の
に
も
執
着
せ
ず 

総
て
を
捨
て
去
っ
た
時
、
本
来
の
自
己
が
体
得
さ 

れ
天
真
の
姿
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
良 

寛

様

が

示

さ

れ

た

「任
運
」

の
心
こ
そ
が
正
に
頭 

で
計
ら
う
事
を
や
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
に
安 

住
し
た
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。

「
《
天
真
に
生
き 

る
》
〜
い
ま
、
良
寛
さ
ま
に
学
ぶ
安
ら
ぎ
の
心
〜
」
 

と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
こ
の
大
会
で
、
皆
様
に 

も
こ
の
良
寛
様
の
生
き
様
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
 

よ
り
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
す
事
を
心
よ
り
念 

じ
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
、
そ
し
て 

参
加
者
皆
々
様
の
更
な
る
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
ご 

祈
念
申
し
上
げ
歓
迎
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

当
日
挨
拶
よ
り

板
橋
興

宗

禅

師

に

よ

る

演

題

「
大

愚

良

寛

」

の

基
調
講
演 

〜
私
達
の
幸
せ
の
基
本
が
そ
こ
に
あ
る
〜 

「昔
、
良
寛
さ
ん
に
憧
れ
て
坊
さ
ん
に
な
っ
た
」
 

と
語
る
板
橋
禅
師
は
流
暢
な
語
り
口
で
良
寛
さ
ん 

を
話
さ
れ
た
。
越
後
の
出
雲
埼
町
の
名
主
の
家
に

生
ま
れ
、
若
い
頃
昼
行
灯
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
大
間 

の
生
き
方
に
疑
問
を
持
っ
て
悩
ん
で
い
た
良
寛
さ 

ん
が
、
玉
島
の
国
仙
和
尚
と
の
出
逢
い
か
ら
大
格 

が
一
変
し
、
本
来
の
大
間
に
目
覚
め
た
と
い
う
逸 

話
に
本
当
の
幸
せ
と
は
何
か
。
ま
た
良
寛
さ
ん
が 

道
元
禅
師
を
お
慕
い
し
、
お
金
や
名
誉
を
超
え
た 

境
涯
に
立
ち
、
素
直
な
心
で
村
大
や
子
供
達
と
接 

し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
大
々
を
幸
福
に
し
て
し
ま 

う
魅
力
に
、
僧
侶
と
し
て
の
私
達
の
生
き
た
方
の 

基
本
を
学
ぶ
、
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

小
島
寅
雄
氏
に
よ
る

演

題

「
良

寛

和

尚

と

70
年

」

の

基
調
講
演

S
す
が
す
が
し
さ
を
万
人
に
与
え
て
く
れ
た
〜

全
国
良
寛
会
会
長
を
務
め
ら
れ
る
小
島
寅
雄
氏 

は
、
鎌
倉
市
図
書
館
長
、
鎌
倉
市
長
を
歴
任
さ
れ

て
お
ら
れ
る
方
で
、
十
七
、
八
の
頃
か
ら
良
寛
さ 

ん
を
慕
い
出
家
を
志
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い 

ま
す
。
そ
れ
か
ら
七
十
年
、
良
寛
さ
ん
を
心
の
支 

え
と
し
て
生
き
て
来
た
と
話
さ
れ
た
。
 

良
寛
さ
ん
の
世
界
は
、
言
わ
な
い
で
言
う
、
教 

え
な
い
で
教
え
る
、
そ
う
い
う
世
界
の
大
で
あ
っ 

た
よ
う
に
思
う
と
語
ら
れ
る
。
子
供
と
遊
ぶ
と
き 

の
良
寛
さ
ん
は
、
子
供
の
中
に
素
直
な
大
間
を
見 

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
大
住
ま
い
を 

通
し
た
良
寛
さ
ん
は
、
お
釈
迦
様
の
修
行
の
姿
を 

慕
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
語
り
、
良
寛
さ 

ん
の
す
が
す
が
し
さ
は
万
大
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て 

く
れ
る
。
良
寛
さ
ん
は
新
潟
だ
け
に
居
る
の
で
は 

な
い
、

い
つ
も
皆
様
の
周
り
に
居
る
の
で
す
と
余 

韻
と
と
も
に
静
か
に
語
り
か
け
ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

「
天

真

に

生

き

る

」
 

〜
い
ま
良
寛
さ
ま
に
学
ぶ
安
ら
ぎ
の
心
〜

パ
ネ
リ
ス
ト

全
国
良
寛
会
会
長 

全
国
曹
洞
宗
青
年
会 

青
森
県
曹
洞
宗
青
年
会 

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会 

岩
手
県
曹
洞
宗
青
年
会 

宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会 

山
形
県
曹
洞
宗
青
年
会 

福
島
県
曹
洞
宗
青
年
会 

コ
—
デ
イ
ネ
—
タ
—

小

島

寅

雄
 

池

上

幸

秀
 

村

松

大

英
 

袴

田

俊

英
 

大
萱
生
良
寛 

伊

串

泰

純
 

奈
良
埼
孝
史 

室

井

義

春

東

北

地

区

曹

青

会

連

絡

協

議

会

斎

藤

崇

淳

そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
会
の
会
長
を
中
心
に
「良
寛

さ
ん
」
を
語
り
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
慕
っ
て
教
え

に
触
れ
て
き
た
と
い
う
意
見
や
、
意
識
し
た
こ
と 

が
な
い
の
で
今
回
初
め
て
学
ん
で
み
た
と
い
う
意

見
な
ど
披
露
さ
れ
た
。
会
場
は
二
十
一
世
紀
を
担

う

「顔
の
見
え
る
青
年
僧
」

の
生
の
言
葉
に
関
心 

が
集
ま
り
、
改
め
て
大
衆
に
語
り
か
け
る
積
極
的 

な
関
わ
り
の
重
要
性
を
感
じ
、
重
ね
て
未
来
の
見
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♦

特
集

禅
文
化
学
林

■
平成we学林東北大会

え
な
い
現
代
に
、
大
び
と
の
心
を
癒
す
存
在
で
あ 

つ
た
良
寛
さ
ん
の
生
き
方
に
共
鳴
す
る
意
見
が
多 

く
述
べ
ら
れ
た
。

清

興

「
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 
• 

詠

讃

歌

と

尺

八

の

出

会

い

」
 

秋

田

県

自

性

院

住

職

鈴

木

道

雄

師

、
千
葉
県 

慈

恩

院

住

職

石

井

寛

道

師

、
秋
田
県
東
泉
寺
住 

職 

柴
田
弘
一
師
、
を
中
心
と
し
た
宗
侶
と
箏
曲 

家
の
演
奏
が
な
さ
れ
た
。

曲

の

「三
宝
三
華
」
•

「達
磨
大
師
影
讃
曲
」
 

は
石
井
透
山
氏
が
作
曲
さ
れ
た
曲
で
「三
宝
三
華
」
 

等
は
琴
と
尺
八
が
壮
大
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
り
仏 

教
音
楽
と
し
て
、
言
葉
と
は
違
う
音
の
響
き
の
余 

韻
に
よ
り
八
百
大
の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

社

会

福

祉

一

凜

凜

嚏
|

践
し
た
福
島
が
生
ん
だ
偉
大
な
女
性
— 

の
先
駆
者 

瓜
生
岩
子
女
史
の
里
を
訪
ね
て

わ

数
々
の
社
会
福
祉
事
業
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
彼 

女
の
遺
言
は
、
「正
法
眼
蔵
無
上
大
法
の
大
恩
に 

報
謝
し
た
い
」
で
し
た
。
宗
門
の
教
え
と
出
会
い
、
 

後
々
社
会
的
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
瓜
生
岩
子 

の
生
涯
を
禅
文
化
学
林
東
北
大
会
に
ち
な
み
ご
紹 

介
し
ま
す0

♦

仏
教
と
の
出
会
い

一
ハ
ニ
九
年(
文
政
二
年)

会

津

藩
(
福
島
県) 

喜
多
方
地
方
に
生
ま
れ
た
岩
子
は
、
熱
塩
温
泉
宿 

「山
形
屋
」

で
少
女
時
代
を
過
ご
し
十
四
才
の
時
、
 

叔
父
の
産
科
医
師
山
内
春
瀧
の
も
と
へ
見
習
い 

に
行
く
。
そ
の
後
幸
福
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
 

二
十
八
才
の
時
、
夫
と
死
別
。
四
大
の
子
供
を
抱 

え
途
方
に
暮
れ
た
岩
子
は
少
女
時
代
に
教
え
を
受 

け

た

熱

塩

温

泉

の

示

現

寺

隆

覚

和

尚(

曹
洞
宗) 

の
も
と
に
駆
け
込
み
身
の
振
り
方
を
相
談
す
る
。

「怪
我
大
を
拾
っ
て
お
り
ま
す
。
」

「お
前
は
誰
だ
。
」

「瓜
生
岩
子
で
す
。
医
療
の
心
得
が
あ
り
ま
す
の 

で
病
大
や
怪
我
大
の
手
当
を
し
て
い
ま
す
。
」
 

「誰
の
許
可
を
得
た
の
か
ご

「怪
我
大
を
手
当
す
る
の
に
誰
の
許
し
も
い
ら
ぬ 

と
思
い
ま
す
。
」

「会
津
藩
の
者
か
。
」

「わ
が
家
は
郷
土
で
す
が
、
そ
れ
は
関
係
あ
り
ま 

せ
ん
。
」

「我

等

に

も

負

傷

兵

が

大

勢

い

る

見

て

く

れ

る 

か
。
」

「よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

と
岩
子
は
憶
せ
ず
答
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が 

あ
る
。

♦

「仏
の
岩
子
」

岩
子
四
十
七
、
ハ
オ
の
頃
、
喜
多
方
近
郊
に
養 

育
所
を
開
き
子
供
達
を
養
育
す
る
傍
ら
、
堕
胎
防 

止
運
動
を
す
す
め
た
。
こ

の

頃

か
ら

「仏
の
岩
子
」
 

と
呼
ば
れ
て
、
争
い
事
が
あ
っ
て
も
岩
子
が
出
か 

け
る
と
、
不
思
議
に
収
ま
っ
た
と
い
う
岩
子
の
大

示現寺にある銅像

こ
の
こ
と
が
岩
子
に
終
生
に
亘
る
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。

隆
覚
和
尚
の
許
を
去
る
と
き
、
示
現
寺
の
山
門 

で
空
を
仰
ぎ
、
岩

子

は

「雲
割
れ
て 

光
こ
ぼ
れ 

る

雪

の

里

」
と
詠
ん
で
い
る
。

♦

救
済
活
動
を
始
め
る

岩
子
女
史
が
四
十
才
の
時
、
会
津
戦
争
が
始
ま 

る
。
岩
子
は
、
若
松
城
の
地
獄
絵
の
様
相
を
見
て
、
 

土
地
の
有
力
者
を
説
い
て
廻
り
、
金
品
寄
付
を
得 

て
現
地
に
向
か
い
、
被
災
民
を
助
け
、
傷
病
兵
の 

手
当
を
し
た
。

巡
回
し
て
き
た
官
軍
の
隊
長
が
岩
子
に
こ
う
詰 

問
し
た
。

「何
を
し
て
い
る
の
か
。
」

示現寺山門

情
話
が
た
く
さ
ん
伝
わ
っ
て
い
る
。

六
十
才
に
近
く
な
っ
た
頃
、
岩
子
の
福
祉
活
動 

が
福
島
県
全
体
に
広
が
り
、
県
知
事
な
ど
の
支
援 

を
得
て
、
福
島
市
舟
場
町
に
私
立
救
育
所
を
設
立 

し
た
。

六
十
四
才
の
頃
、
日
本
最
初
の
社
会
福
祉
施
設 

で
あ
る
東
京
養
育
院
院
長
の
渋
沢
栄
一
か
ら
、
施 

設
の
運
営
を
岩
子
に
見
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ 

り
、
就
任
か
ら
わ
ず
か
六
ヶ
月
の
間
に
施
設
を
再 

生
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
福
島
に
帰 

っ

て

東

北

地

方

最

初

の

福

祉

事

業

「福
島
育
児 

院
」
、
お

金

が

な

く

て

も

治

療

が

出

来

る

「私
立 

済
生
病
院
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
せ
た
。
 

♦

「正
法
眼
蔵
無
上
大
法
の
大
恩
」
 

岩
子
は
明
治
三
十
年
四
月
十
九
日
、
六
十
九
才 

で
永
眠
す
る
。
遺
言
は
、

「正
法
眼
蔵
無
上
大
法 

の
大
恩
に
報
謝
し
た
い
」

で
あ
っ
た
。
死
後
、
慈 

善
事
業
の
功
績
者
と
し
て
教
科
書
に
も
紹
介
さ 

れ
、
全

国

に

「瓜
生
会
」
と
い
う
瓜
生
岩
子
を
顕 

彰
し
、
慈
善
事
業
を
推
進
す
る
会
が
組
織
さ
れ
た
。
 

そ
し
て
、
急
速
に
社
会
福
祉
事
業
が
全
国
に
広
ま 

っ
て
い
っ
た
。
仏
教
の
精
神
で
慈
善
事
業
を
行
っ 

て
い
た
岩
子
は
親
の
な
い
子
も
仏
の
子
と
し
て
育 

て
た
と
い
う
。
衆
生
済
度
の
誓
願
を
貫
き
通
し
た 

彼
女
の
生
涯
は
ま
さ
に
道
元
禅
師
の
示
し
た
菩
薩 

行
の
実
践
に
他
な
ら
な
い
。

示
現
寺
境
内
、
東
京
浅
草
寺
、
そ
し
て
喜
多
方 

市
な
ど
多
く
の
場
所
に
彼
女
を
顕
彰
す
る
碑
や
銅 

像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
瓜
生
岩
子
が
少
女
時
代 

を

過

ご

し

た

温

泉

宿

「山
形
屋
」
は
、
菩
提
寺
の 

示
現
寺
か
ら
二
、
三
分
の
近
所
に
あ
る
。
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寺お

散

大
谿
山
豪
徳
寺

ま
ね
き
猫
発
祥
の
寺
。
井
伊
直
弼
公
の
菩
提
所

猫

に

招

か

れ

た

殿

様 井
伊
直
孝
公 

豪
徳
寺
が
ま
だ
弘
徳
庵
で
あ
っ
た
時
代
、
 

四
代
目
の
天
極
秀
道
和
尚
は
猫
を
我
が
子
の 

よ
う
に
愛
育
し
て
い
た
。

あ
る
日
、
和

尚

は

猫

に

「汝
、
我
が
愛
育 

の
恩
を
知
ら
ば
何
か
果
報
を
招
来
せ
よ
。
」
 

と
い
い
聞
か
せ
て
い
た
。

あ
る
夏
の
日
、
鷹
狩
り
の
帰
り
と
見
受
け 

る
武
士
五
、
六
騎
が

「寺
の
前
を
通
っ
た
ら
猫
が
手
を
あ
げ
て
し 

き
り
に
手
招
き
を
す
る
の
で
訪
ね
て
き
た
。
」
 

と
寺
の
和
尚
に
語
る
。
住
職
が
渋
茶
を
接 

待
し
て
い
る
最
中
突
然
雷
が
鳴
り
夕
立
と
な 

り
武
士
達
は
足
止
め
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
和
尚
は
武
士
に
三
世
因
果
の
説 

法
を
語
り
始
め
る
と
、
武
士
は
深
く
感
じ
る

事
が
あ
り
、
和
尚
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。
説

法
が
終
わ
り
、
夕
立
が
や
ん
だ
頃
に
は
聞
い

て
い
た
武
士
が
大
い
に
帰
依
の
心
を
起
こ
し

「我
こ
そ
は
、
江
州
彦
根
の
城
主
、
井
伊
直

孝
な
り
。
猫
に
招
き
入
ら
れ
貴
僧
の
法
談
に 

預
か
る
。
こ
れ
偏
へ
に
仏
の
因
果
な
ら
ん
。
」
 

と
語
り
、
以
来
、
天
極
秀
道
和
尚
に
帰
依 

し
、
井
伊
家
の
江
戸
の
菩
提
所
と
な
っ
た
と

伝
え
る̂

豪
徳
寺
と

招

福

猫

児

の

「招

福

観

音

堂

」
 

豪
徳
寺
の
「豪
徳
」
は
寺
の
猫
に
招
か
れ
た 

殿
様
、
井
伊
直
孝
公
の
戒
名(
久
昌
院
殿
豪 

徳
天
英
大
居
士)

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
。
 

殿
様
を
招
い
て
寺
に
福
を
呼
ん
だ
猫(

夕 

マ)

の
死
後
、
和
尚
が
知
恩
報
恩
の
タ
マ
の 

墓
(
猫
塚)

を
建
て
た
と
い
う
。

豪
徳
寺
の
前
身
は
弘
徳
庵
と
い
わ
れ
、
約
五0

0

年 

前
の
文
明
十
二
年(

一
四
八0
年)

臨
済
宗
馬
堂
昌
誉 

和
尚
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
。
曹
洞
宗
の
住
職
と
な
っ 

た

の

は(

一
五
九
〇
年)

頃
か
ら
で
、
世
に
言
う
「招
き 

猫
」
の
伝
説
が
生
ま
れ
た
の
は
徳
川
家
康
の
時
代
、
曹
洞 

宗
に
代
が
代
わ
っ
て
四
代
目
の
天
極
秀
道
和
尚
の
時
。

後
に
、
井
伊
家
か
ら
田
畑
多
く
寄
進
せ
ら 

れ
、
豪
徳
寺
が
吉
縁
を
開
く
事
と
な
っ
た
、
 

福
を
招
く
奇
特
な
霊
験
の
猫
を
祀
る
「招
福 

観
音
堂
」
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し 

て
民
衆
か
ら
猫
寺
と
呼
ば
れ
る
由
縁
と
な
っ 

た
と
い
う
。

江
戸
の
後
期
頃
か
ら
、
こ
の
猫
の
姿
形
を 

作
り
招
福
猫
児
と
称
え
て
崇
め
祀
れ
ば
吉
運 

た
ち
ま
ち
至
る
と
の
霊
験
が
世
に
広
ま
り
、
 

今
で
は
全
国
の
商
い
を
す
る
お
店
に
は
こ
の 

猫
が
鎮
座
し
て
玄
関
で
良
縁
を
招
い
て
い
る 

と
い
う
。

現

在

の

豪

徳

寺

招福観音堂内部

世
田
谷
の
市
街
地
の
中
に
、
こ
ん
も
り
と 

大
き
な
森
を
思
わ
せ
る
寺
域
。
山
門
を
入
り 

老
樹
が
立
ち
並
ぶ
参
道
を
歩
く
と
仏
殿
が
聳 

え
る
。
こ
の
仏
殿
は
井
伊
直
孝
公
の
娘
、
亀

招き猫の絵馬がならぶ

姫
が
独
力
で
建
立
さ
れ
た
も
の
。

更
に
進 

む
と
、
正
面
に
本
堂
、
そ
の
奥
に
開
山
堂
、
 

左
に
招
福
観
音
堂
、
右
に
総
受
け
所
の
伽
藍 

が
並
ぶ
。

招
福
観
音
堂
の
横
に
は
観
音
さ
ま
を
彫
っ 

た

「猫
塚
」
が
有
り
、
全
国
か
ら
願
い
が
か 

な
っ
て
奉
納
さ
れ
た
招
き
猫
が
奉
納
さ
れ
て 

い
る
。

豪
徳
寺
墓
地
に
は
井
伊
家
十
七
代
歴
代
藩 

主
の
墓
標
が
立
ち
並
ぶ
、
特
に
十
六
代
井
伊 

直
弼
大
老
の
墓
が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

ア
ク
セ
ス
デ1
タ

•

所

在

地
 

世
田
谷
区
豪
徳
寺2 
—
24
—1 1

•

電
話
番
号

•

最
寄
り
駅

•

交 

通 

ア
ク
セ
ス 

•

入
場
時
間

0
3

—3
4
2
6

—1
4
3
7

豪
徳
寺
駅

小
田
急
線
豪
徳
寺
駅
か
ら

徒
歩

10
分

8
 

：

30
〜
17
一
00

無
料-

商

•

入

場

料

•

御

利

益
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•
 
★

環
境
閉
艇6
K

リ2

ア■

視
座
冋

痛

み

正

木

高

志

1
9
4
5
年
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
卒
。
 

60
年
代
な
か
ば
か
ら
イ
ン
ド
を
旅
し
、

80

い
ま
、
僕
の
机
に
三
冊
の
本
が
の
っ
て
い 

る
。
ブ
ッ
ク
オ
フ
で
買
っ
て
き
た
吉
本
バ
ナ 

ナ
、
柳
美
里
、
田
口
ラ
ン
デ
ィ
の
文
庫
本
。
 

各
一
冊
百
円
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
小
説
を
買
っ
て
き
た
か 

と
い
う
と
、
社
会
勉
強
を
し
よ
う
と
思
っ
た 

か
ら
だ
。
人
里
を
遠
く
離
れ
た
こ
ん
な
山
奥 

で
、
自
給
自
足
に
近
い
生
活
を
し
な
が
ら
、
 

ほ
と
ん
ど
人
と
会
わ
ず
に
暮
ら
し
て
い
る 

と
、
世
間
離
れ
し
す
ぎ
て
社
会
の
役
に
立
た 

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
久
し 

ぶ
り
に
帰
つ
て
き
た
娘
が
そ
ん
な
こ
と
を
言 

っ
た
。

い
ま
の
若
者
た
ち
の
生
身
の
心
情
を 

知
ら
な
け
れ
ば
何
も
語
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い 

の
、
と
。
そ
れ
は
そ
う
だ
、
た
し
か
に
。
自 

分
も
親
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
娘
は
感
じ 

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

三
人
の
小
説
に
は
驚
く
ほ
ど
共
通
す
る
も 

の
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
僕
か
ら
見
て
と 

い
う
こ
と
だ
け
れ
ど
。
ま
ず
状
況
設
定
が
似 

通
っ
て
い
る
。
不
況
、
リ
ス
ト
ラ
、
家
庭
崩 

壊
、
ホ
ー
ム
レ
ス
…
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
不
倫
、
 

離
婚
、
失
恋
、
自
殺
未
遂
…
。
小
道
具
と
し 

て
カ
ル
ト
、
オ
カ
ル
ト
、
ド
ラ
ッ
グ
、
自
然

志
向
…
。
そ
し
て
モ
チI
フ
は
不
安
、
心
の 

傷
、
精
神
異
常
、
癒
し
と
救
い
…
。
 

昭
和
の
小
説
と
は
ず
い
ぶ
ん
趣
が
違
う
。
 

こ
れ
が
現
代
人
の
苦
し
み
の
様
相
な
の
だ
ろ 

う
。

か
な
り
悲
惨
だ
。
夢
も
希
望
も
な
い
。
 

あ
る
い
は
夢
想
だ
け
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る 

と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
か
。
自
虐
的 

で
さ
え
あ
る
。

「私
は
病
ん
で
い
る
」-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

あ
る
と
き
僕
は
一
本
の
桜
の
老
本
か
ら
声 

を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
湖
畔
の
桜
並 

本
の
道
を
歩
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
だ
。
細 

か
い
雨
が
降
っ
て
い
た
。
僕
は
も
の
思
い
に 

沈
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
た
。

突
然
、「私

は
病
ん
で
い
る
」
と
い
う
声
が
し
た
。
 

驚
い
て
見
ま
わ
し
て
み
た
が
、
あ
た
り
に 

は
誰
も
い
な
い
。
老
い
た
桜
の
本
が
立
っ
て 

い
る
だ
け
だ
っ
た
。
歩
を
止
め
て
見
上
げ
る 

と
、
本
は
、
た
し
か
に
僕
に
語
り
か
け
て
い
た
。
 

見
よ
、
私
は
病
ん
で
い
る
！ 

よ
く
見
る
と
、
何
本
か
の
太
い
枝
が
切
ら 

れ
、
傷
跡
に
は
薬
が
つ
け
ら
れ
、
本
肌
は
疲

年
に
帰
農
。

90
年
か
ら
シ
年
に
か
け
て
モ 

ン
タ
ナ
州
立
大
学
に
招
聘
さ
れ
て
環
境
倫 

理
学
を
講
議
。
著

書

に

『
ス
プ
リ
ン
グ• 

フ
ィ
ー
ル
ド
』(
地
湧
社
刊)

。
熊
本
県
菊 

池
市
在
住
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れ
て
艶
が
な
く
、
灰
色
の
薬
が
根
元
に
も
べ 

っ
た
り
と
塗
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
何
気 

な
く
見
て
い
た
桜
並
木
が
、
実
際
に
は
異
常 

繁
殖
す
る
害
虫
や
ウ
イ
ル
ス
、
消
毒
や
排
気 

ガ
ス
や
酸
性
雨
な
ど
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
、
 

病
み
、
傷
つ
き
、
疲
れ
は
て
て
い
た
の
だ
っ 

た
。
近
寄
っ
て
幹
に
手
を
あ
て
る
と
、
ほ
と 

ば
し
る
よ
う
に
木
の
苦
し
み
が
伝
わ
っ
て
き 

た
。

「あ
あ
、
あ
な
た
は
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
病

ん
で
い
た
の
で
す
か
」
と
僕
は
言
っ
た
。
 

涙
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
、
あ
ふ
れ
た
。
 

「私
だ
け
で
は
な
い
」
と
彼
は
言
っ
た
、
 

「
こ
の
つ
つ
じ
た
ち
も
病
ん
で
い
る
」
。
 

見
る
と
、
桜
の
根
元
の
植
え
込
み
の
つ
つ 

じ
た
ち
も
お
な
じ
よ
う
に
、

い
や
も
つ
と
ひ 

ど
く
、
病
み
，
疲
れ
、
弱
り
は
て
て
い
た
。
 

胸
を
突
か
れ
て
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
と
、
子 

供
の
頃
か
ら
親
し
ん
で
き
た
湖
畔
の
芭
蕉
の 

茂
み
や
楠
の
大
木
が
、
澄
み
き
っ
た
水
の
中 

で
生
命
の
輝
き
に
あ
ふ
れ
て
い
た
水
草
や
魚 

た
ち
が
、

い
ま
は
見
る
影
も
な
く
疲
れ
、
傷 

つ
き
、
弱
り
、
病
ん
で
い
た
。

そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
僕
は
死
に
瀕
し
て 

い
る
自
然
の
姿
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
た
の
だ
っ 

た
。
ま
る
で
癌
の
宣
告
を
受
け
た
か
の
よ
う 

だ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
だ
と
環
境
は
危
機
に
陥 

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
う 

で
は
な
く
て
、
す
で
に
環
境
は
ひ
ど
い
病
に 

お
か
さ
れ
て
、
刻
一
刻
と
死
ん
で
ゆ
き
つ
つ 

あ
る
の
だ
。

生

命

の

織

物-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

——

わ
れ
わ
れ
は
大
地
の
一
部
で
あ
り
、
 

大
地
は
わ
れ
わ
れ
の
一
部
だ
。
香
り
高
い 

花
々
は
わ
れ
わ
れ
の
姉
妹
。
鹿
や
馬
や
鷲
は 

わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
。
山
頂
の
岩
も
、
野
原
の 

露
も
、
温
か
い
ポ
ニ
ー
の
か
ら
だ
も
、
そ
し 

て
大
間
も
、
み
な
ひ
と
つ
の
お
な
じ
家
族
に 

属
し
て
い
る
。

こ
れ
は
い
ま
か
ら
一
五
〇
年
ほ
ど
前
に
、
 

現
在
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
土
地
を 

追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
先
住
民
の
酋
長
シ 

ア
ト
ル
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
宛 

て
て
書
い
た
手
紙
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
て
か 

ら
幾
度
か
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い 

が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
が
自
然
に
対
す
る
先
住 

民
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
は 

た
し
か
で
あ
る
。

——

私
は
草
原
で
、
腐
敗
し
た
千
頭
も
の 

野
牛
を
見
た
。
通
り
す
が
り
の
列
車
か
ら
、
 

白
大
た
ち
が
銃
で
撃
ち
殺
し
た
野
牛
だ
。
動 

物
な
し
に
大
間
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ 

う
か
？
動
物
が
み
ん
な
い
な
く
な
っ
て
し
ま 

っ
た
ら
、
魂
の
寂
し
さ
か
ら
、
大
間
も
死
ん 

で
し
ま
う
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
動
物
た
ち
に 

起
き
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
大
間
に
も
起
き
る 

か
ら
だ
。
す
べ
て
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

地
に
唾
を
吐
く
こ
と
は
、
自
分
自 

身
に
唾
を
吐
き
か
け
る
こ
と
だ
。
わ
れ
わ
れ 

は
知
っ
て
い
る
、
大
地
が
大
間
の
も
の
で
な 

く
、
大
間
が
大
地
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
。
 

わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
、
す
べ
て
の
存
在 

が
つ
な
が
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
、
血
が
家 

族
を
結
ぶ
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う 

こ
と
を
。
大
地
に
ふ
り
か
か
る
こ
と
は
す
べ 

て
大
地
の
子
ら
に
ふ
り
か
か
る
。
大
間
が
生 

命
の
織
物
を
織
っ
た
の
で
は
な
い
。
大
間
は 

織
物
の
な
か
の
一
本
の
糸
で
あ
る
に
す
ぎ
な 

い
。
大
間
が
織
物
に
対
し
て
な
す
こ
と
は
、

す
べ
て
自
分
自
身
に
し
て
い
る
の
だ
。
 

苦

の

様

相
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 

病
ん
だ
環
境
の
な
か
で
生
活
し
て
い
る
現 

代
大
は
、
腐
敗
し
た
ぬ
か
床
の
漬
物
が
腐
る 

よ
う
に
、
癌
や
心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
の
文 

明
病
に
冒
さ
れ
、
ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー 

疾
患
に
悩
ま
さ
れ
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る 

生
殖
へ
の
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
身 

体
だ
け
で
は
な
い
、
精
神
も
深
く
傷
つ
き
病 

ん
で
い
る
。
心
の
病
は
心
理
学
レ
ベ
ル
に
と 

ど
ま
ら
ず
、
精
神
科
レ
ベ
ル
の
精
神
疾
患
が 

急
増
し
つ
つ
あ
る
。
キ
レ
る
子
供
た
ち
。
学 

級
崩
壊
。

モ
ノ
と
情
報
が
氾
濫
し
、
身
体
や
心
は
緊 

張
し
っ
ぱ
な
し
だ
。
自
律
神
経
が
バ
ラ
ン
ス 

を
崩
し
、
心
身
と
も
に
深
く
病
ん
で
い
る
。
 

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ず
癒
さ
れ
な
い
最
大
の
理 

由
は
、
酋
長
シ
ア
ト
ル 
が
予
言
し
た
よ
う
に
、
 

〈
動
物
た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
〉
 

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
い
や
し
て 

く
れ
る
は
ず
の
自
然
が
、

い
ま
は
、
も
う
、
 

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
お
母
さ
ん 

が
家
出
し
て
、

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
家 

庭
の
よ
う
に
。

テ
ロ
、
ア
フ
ガ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
そ
し 

て
恐
慌
寸
前
の
世
界
経
済
…
。
新
世
紀
の
幕 

開
け
と
と
も
に
大
類
が
味
わ
う
こ
と
に
な
つ 

た
の
は
激
し
い
痛
み
で
あ
っ
た
。
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デイスカバー

ヒューマンライッ②
・ ロコェ q y . ― 年々増加する児童虐待。平成12年5月iこは「児童虐待の防止等に関

-児童虐待について- する法律」が成立し最近特に深刻な人権問題となっています。この問
題について弁護士の見野彰信氏に解説して頂きます。

児
童
虐
待
と
は 

そ

も

そ

も

「児
童
虐
待
」
と
は
、
 

①

身
体
的
虐
待
一
殴
る
、
蹴
る
、
投
げ 

落
と
す
、
煙
草
の
火
を
押
し
付
け
る 

等
、
子
ど
も
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
 

又
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を 

加
え
る
こ
と
。

②

性
的
虐
待
一
性
的
な
い
た
ず
ら
や
性 

行
為
そ
の
も
の
を
強
要
す
る
こ
と
、
 

性
器
や
性
交
を
見
せ
る
こ
と
等
。
 

③

ネ

グ

レ

ク

ト

ー
適
切
な
衣
食
住
の
世 

話
を
せ
ず
に
長
期
間
放
置
す
る
、
家 

に
閉
じ
込
め
て
学
校
に
行
か
せ
な 

い
、
病
気
に
な
っ
て
も
医
師
に
み
せ 

な
い
、
車
の
中
に
放
置
す
る
等
、
保 

護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る 

こ
と
。

④

心
理
的
虐
待
一
言
葉
で
脅
す
、
無
視 

す
る
、
兄
弟
間
で
差
別
的
な
取
扱
い 

を
す
る
等
、
子
ど
も
に
著
し
い
心
理 

的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と
。
 

を
い
い
ま
す̂

警
察
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成

12 

年n
月
か
ら
の1
年
間
に
全
国
の
警
察 

が
摘
発
し
た
児
童
虐
待
事
件
は
、
前
年 

同
期
よ
り0

0

件
多
い1
8
6
件
で
、
被 

害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
数
も

10
人
増
の 

1
9
2
人
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
数 

字
は
、
事
件
と
し
て
表
面
化
し
た
数
で 

す
の
で
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
児 

童
虐
待
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ 

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
虐
待
に
よ
っ
て 

死
亡
し
た
子
ど
も
は
、
前
年
同
期
よ
り 

30%
多
い

56
人
(
全
被
害
児
童
の

29%)

に
の
ぼ
り
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
が 

死
に
結
び
つ
く
傾
向
が
一
層
強
ま
っ
て 

い
ま
す
。

な
お
、
子
ど
も
を
虐
待
す
る
に
至
っ
た 

動
機
は
、

「言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か 

ら
」

「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
」
な 

ど
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

虐

待

に

気

づ

く

た

め

に 

児
童
虐
待
は
家
庭
と
い
う
密
室
の
中 

で
起
き
る
上
、
虐
待
を
し
て
い
る
親
は 

も
ち
ろ
ん
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど 

も
自
身
も
事
実
を
隠
す
場
合
が
少
な
く 

あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
の
よ
う
な
虐
待
を 

疑
わ
せ
る
兆
候
を
発
見
し
た
場
合
に 

は
、

一
刻
も
早
く
関
係
機
関
に
相
談
す 

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①

虐
待
行
為
を
疑
わ
せ
る
状
況 

虐
待
行
為
そ
の
も
の
の
目
撃
。
身
体 

的
虐
待
を

疑
わ

せ
る
音(

叩
く
音
や
叫 

び
声)

。

②

虐
待
を
疑
わ
せ
る
子
ど
も
の
状
況

不
自
然
な
傷
が
多
い
。
衣
服
や
身
体 

が
非
常
に
不
潔
で
あ
る
。
常
に
お
腹
を 

空
か
せ
て
い
て
、
与
え
る
と
隠
す
よ
う 

に
し
て
ガ
ツ
ガ
ツ
食
べ
る
。
性
的
な
こ 

と
で
過
度
に
反
応
し
た
り
不
安
を
示
し 

た
り
す
る
。

③

虐
待
を
疑
わ
せ
る
親
の
状
況 

地
域
の
中
で
孤
立
し
て
お
り
、
子
ど 

も
に
関
す
る
他
者
の
意
見
に
被
害
的• 

攻
撃
的
に
な
り
や
す
い
。
子
ど
も
が
怪 

我
を
し
た
り
病
気
に
な
っ
て
も
医
者
に 

見
せ
よ
う
と
し
な
い
。
子
ど
も
を
置
い 

た
ま
ま
頻
繁
に
外
出
し
て
い
る
。
 

(

日
本
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
所 

『子
ど
も
虐
待
防
止
の
手
引
き
』) 

児

童

虐

待

に

関

わ

る

機

関 

児
童
虐
待
又
は
虐
待
の
恐
れ
に
つ
い 

て

相

談•

通
告
す
る
機
関
に
は
以
下
の 

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①

児
童
相
談
所 

児
童
相
談
所
は
、
虐
待
の
相
談
や
通

告
を
受
け
る
と
、
子
ど
も
や
家
庭
の
状 

況
の
調
査
を
行
い
、
適
切
な
処
遇
を
判 

断
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
の
一 

時
保
護
や
親
権
喪
失
宣
告
の
申
立
て
と 

い
っ
た
一
定
の
強
制
力
を
行
使
し
ま 

す
。
虐
待
に
関
わ
る
諸
機
関
の
中
で
中 

心
的
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

②

福

祉

事

務

所(
家
庭
児
童
相
談
室) 

各
市
町
村
の
福
祉
事
務
所
も
、
虐
待 

の
通
告
を
受
け
た
場
合
に
は
速
や
か
に 

調
査
や
指
導
を
行
い
ま
す
。
児
童
相
談 

所
に
比
べ
て
数
も
多
く
、
地
域
に
密
着 

し
て
い
る
た
め
、
き
め
細
か
な
対
応
が 

で
き
ま
す
。

③

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校 

子
ど
も
の
生
活
の
場
の
一
部
と
な
っ 

て
い
る
機
関
で
あ
り
、
虐
待
の
発
見
や 

発
見
後
の
援
助
支
援
機
関
の1
つ
と
し 

て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
 

④

保

健

所•

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
診
断
等
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の 

発
育
や
心
身
の
状
況
、
家
庭
の
状
況
等 

を
把
握
し
や
す
く
、
虐
待
の
早
期
発
見 

に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ 

て
い
ま
す
。

⑤

児
童
委
員

児
童
委
員
は
、
市
町
村
の
区
域
に
置 

か
れ
、
住
民
に
最
も
身
近
な
援
助
者
と 

し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談•

指
導 

を
行
っ
た
り
、
母
親
の
グ
ル
ー
プ
を
紹 

介
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行 

つ
て
く
れ
ま
す
。

⑥

民
間
団
体

近
年
児
童
虐
待
に
対
処
す
る
民
間
団 

体
が
全
国
に
数
多
く
設
立
さ
れ
て
い
ま
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す
。
電
話
相
談
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
具 

体
的
な
活
動
内
容
は
団
体
に
よ
っ
て
異 

な
り
ま
す
。

⑦

そ
の
他
の
機
関
と
し
て
、
警
察
、
家 

庭
裁
判
所
、
婦
人
相
談
所
、
弁
護
士
、
 

医
療
機
関
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

虐
待
者
か
ら

子

ど

も

を

引

き

離

す

方

法 

虐
待
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど 

も
に
は
、
身
体
の
外
傷
の
み
な
ら
ず
、
 

身
体
的
精
神
的
な
発
育
の
遅
れ
、
心
や 

行
動
面
で
の
問
題
な
ど
様
々
な
症
状
が 

現
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
早
期
の
対
策 

が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
、
 

①

施
設
入
所
、
里
親
委
託 

一
定
期
間
親
子
を
分
離
し
、
徐
々
に
子 

ど
も
を
家
庭
復
帰
さ
せ
た
方
が
よ
い
と 

考
え
ら
れ
る
場
合
、
児
童
相
談
所
等
は
、
 

児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の
入
所
、
里
親 

委
託
等
の
措
置
を
取
り
ま
す
。
な
お
、
 

家
庭
裁
判
所
の
承
認
を
得
れ
ば
、
親
権

者
等
の
意
思
に
反
し
て
も
子
ど
も
を
施 

設
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

②

児
童
相
談
所
長
に
よ
る
一
時
保
護 

虐
待
が
繰
り
返
さ
れ
る
お
そ
れ
が
強 

く
、
施
設
入
所
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て 

い
る
時
間
が
な
い
場
合
、
児
童
相
談
所 

長
は
、
緊
急
措
置
と
し
て
子
ど
も
を
一 

時
保
護
す
る
こ
と
が 
で
き
ま
す
。

③

親
権
喪
失
宣
告

父

又

は

母(
或
い
は
両
方)

の
親
権 

を
喪
失
さ
せ
る
方
法
で
あ
り
、
親
権
喪 

失
宣
告
が
確
定
す
る
と
、
宣
告
を
受
け 

た
親
は
子
の
引
渡
請
求
権
を
含
め
た
一 

切
の
親
権
を

失
い
ま
す(

た
だ
し
親
子 

関
係
は
存
続
し
ま
す)

。

④

親
権
者
変
更

離
婚
の
場
合
な
ど
、
子
ど
も
が
父
母 

の
一
方
の
単
独
親
権
に
服
す
る
場
合
、
 

親
権
者
で
あ
る
父
又
は
母
が
子
ど
も
の 

福
祉
の
た
め
に
不
適
当
で
あ
る
場
合
に 

は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
子
の
親
族
の
請 

求
に
よ
り
親
権
者
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑤

刑
事
告
訴

等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
様

 々

な
対
処
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
児
童 

相
談
所
や
弁
護
士
な
ど
の
機
関
に
相
談 

な
さ
る
と
よ
い
で
し
よ
う
。
 

児

童

虐

待

防

止

法 

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
早
期
救 

済
を
目
指
し
て
、
平
成

12
年5
月

「児 

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が 

成
立
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
 

①

学
校
や
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
、
医 

師
、
保
健
婦
、
弁
護
士
ら
に
早
期
発 

見
の
努
力
義
務
を
課
し
、
児
童
相
談 

所
に
通
告
し
て
も
守
秘
義
務
違
反
を 

問
わ
な
い
。

②

児
童
委
員
や
児
童
相
談
所
な
ど
の
職 

員
は
、
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
 

子
ど
も
の
自
宅
な
ど
を
立
入
調
査 

し
、
警
察
官
の
援
助
を
求
め
ら
れ
る
。
 

③

児
童
相
談
所
長
ら
は
、
保
護
し
た
子

ど
も
に
対
す
る
親
の
面
会
や
通
信
を 

制
限
で
き
る
。

④

虐
待
し
た
親
に
必
要
に
応
じ
て
カ
ウ 

ン
セ
リ
ン
グ
を
義
務
付
け
る
。
 

な
ど
と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て 

い
ま
す
。
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
て
適 

切
な
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ 

れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

児
童
虐
待
は
、

「し
つ
け
」
と
は
明 

確
に
異
な
り
、
犯
罪
行
為
に
該
当
す
る 

う
え
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
及
び
人 

格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐 

れ
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
疑
わ
せ
る
兆 

候
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ 

け
早
く
関
係
機
関
に
相
談
又
は
通
告
し 

ま
し
よ
う
。

文
•

見
野
彰
信

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
民

事
•

刑

事
•

家
事
な 

ど
法
律
問
題
一
般
を
扱
う
。
野
田
信
彦
法
律
事
務 

所
(

札
幌
市)

所
属
。
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現代と宗教

スラームを考え
昨年、9月11日の同時多発テロ以来、多くのメディアでイスラームに関するこ

聿至 とが報道されています。我々も同じように信仰を持つものとして、イスラームと 聿年 
:二- はどのようなものであるかを知っておく必要があると思われます。今回は、イスームー- 
中

ラーム理解の一助となるよう、中東報道者の会会長の牟田口先生の講演からイス 

ラームに関する事項をご紹介いたします。

メッカ巡礼の様子I警#;:

W
-

K
W

W

始

期

の

号

觎 

あ
る
講
演
会
で
次
の
よ
う
な
質
問
を
受
け 

ま
し
た
。

「イ
ス
ラ
ー
ム
は
平
和
な
宗
教
と 

い
う
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
、
過
激
な
連
中
が
出 

て
く
る
の
か
？
」
ま
た
、
イ

ラ

ン•

イ
ラ
ク 

戦
争
の
こ
ろ
で
し
た
が
「イ
ス
ラ
ー
ム
の
国 

同
士
が
争
う
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
義
に 

何
か
欠
陥
が
あ
る
の
か
」
と
聞
か
れ
た
こ
と 

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
外
務
省
が
開
い
た 

国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
パ
ー
テ
ィ
の
時
、
ジ
ャ
カ 

ル
タ
大
学
の
法
学
部
長
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
 

彼
は
「そ
ん
な
質
問
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
」
 

と
考
え
こ
み
な
が
ら
、

「20
世
紀
の2
つ
の 

世
界
大
戦
を
始
め
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒 

で
す
か
？ 

戦
っ
た
の
は
み
ん
な
ク
リ
ス
チ 

ャ
ン
で
は
な
い
で
す
か
。
だ
が
、
キ
リ
ス
ト 

教
の
教
義
に
欠
陥
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
話 

題
に
な
っ
た
な
ん
て
こ
と
は
、
私
は
聞
い
た 

こ
と
が
な
い
」
と
、
変
化
球
で
答
え
て
く
れ 

ま
し
た
。

ナ

^
ジ"

^

リ

ド
|1- 

最
近

よ

く

出
て

く

る

の

は

「ジ
ハ
ー
ド
」
 

で
す
。

「ジ
ハ
ー
ド
」
と
い
う
の
は
、
そ
も 

そ

も

物

理

的

な

戦

争

で

は

な

い

の

で

す

。
 

「神
の
道
の
た
め
に
努
力
す
る
」
と
い
う
、
 

精
神
的
な
も
の
な
の
で
す
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
持
っ
て
い
る
世
界
像

は2
つ
あ
り
ま
す
。

「イ
ス
ラ
ー
ム
の
家
」
 

と

「戦
争
の
家
」
。
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
は
イ 

ス
ラ
ー
ム
の
道
が
正
し
く
行
わ
れ
て
理
想
的 

な
社
会
が
で
き
て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
て
い 

な

い

の

が

「戦
争
の
家
」

で
あ
り
、
そ
こ
で 

彼
ら
を
だ
ん
だ
ん
に
自
分
た
ち
の
努
力
で
教 

化
し
て
い
く
、
こ
れ
が
そ
も
そ
も
の
ジ
ハ
ー 

ド
だ
と
い
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ジ
ハ
ー
ド 

と
は
、

「イ
ス
ラ
ー
ム
の
家
」
を
守
る
た
め 

の
戦
、
現

代

用

語

で

言

え

ば

「専
守
防
衛
」
 

の
こ
と
で
す
よ
。

と
こ
ろ
が
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
死
ん
で1
、
 

〇
〇
〇
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
の
に
、
イ
ス 

ラ
ー
ム
は
地
球
全
土
に
は
広
が
っ
て
い
な 

い
。
で
す
か
ら
、
現
実
論
と
し
て
は
〃
も
う
一 

つ
〃 

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
二
つ
の
間
に 

「平
和
の
家
」
、
平
和
圏
を
想
定
し
、
こ
こ
に 

は
イ
ス
ラ
ム
圏
で
は
な
い
け
れ
ど
、

「降
伏
」
 

し
た
大
た
ち
な
ど
が
入
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と 

い
う
と
、

「剣
か
コ
ー
ラ
ン
か
の
二
者
択
一 

を
迫
る
狂
信
的
宗
教
で
あ
る
」
と
よ
く
い
わ 

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て 

「イ
ス
ラ
ー
ム
に
帰
依
す
る
か
、
降
伏
す
る 

か
。

二
つ
と
も
嫌
な
ら
戦
う
か
。
」

つ
ま
り 

「降
伏
す
る
」
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ 

て
、
彼
ら
は
出
来
れ
ば
降
伏
し
て
ほ
し
い
と 

思
っ
て
い
た
の
で
す
。
降
伏
し
た
場
合
、
今 

ま
で
の
信
仰
は
そ
の
ま
ま
で
よ
ろ
し
い
、
そ 

の
代
わ
り
、
税
金
を
払
え
、
そ
し
て
そ
の
税

12



現代と宗教

金
も
そ
れ
ま
で
よ
り
安
く
設
定
す
る
。
た
と 

え
ば
ダ
マ
ス
カ
ス
を
攻
め
よ
う
と
思 

つ
た 

ら
、
ダ
マ
ス
カ
ス
を
支
配
し
て
い
る
ビ
サ
ン 

ツ
側
の
税
率
は
い
く
ら
調
べ
て
お
い
て
、
そ 

れ
よ
り
安
く
設
定
す
る
。
す
る
と
降
伏
し
た 

ら
税
金
が
安
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
一
般
市 

民
は
解
放
者
と
し
て
ア
ラ
ブ
を
迎
え
た
。
ア 

ラ
ブ
は
見
事
な
現
実
主
義
者
で
す
ね
。

聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
が
十
字
軍
に
よ
り
市
民 

の
血
の
海
の
中
で
、
奪
わ
れ
て
か
ら
、

エ
ジ 

プ

ト
•

シ
リ
ア
の
王
サ
ラ
デ
ィ
ン(
1
1
3
 

8
〜9
3
)

に
奪
回
さ
れ
る
ま
で
に
は

90
年 

も
の
月
日
が
流
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ハ
ー
ド
は 

簡
単
に
は
成
就
し
ま
せ
ん
。
彼
の
ジ
ハ
ー
ド 

の
跡
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

牟田口義郎

包
囲
さ
れ
た
都
が
開
城
す
る
と
、
サ
ラ
デ 

ィ
ン
は
正
規
兵
を
要
所
に
配
置
し
て
、
味
方 

の
雑
兵
が
略
奪
に
走
る
の
を
未
然
に
防
ぎ
、
 

降
伏
し
た
者
の
生
命
財
産
を
保
障
し
ま
し 

た
。
そ
し
て
国
に
帰
り
た
い
者
た
ち
に
は
港 

ま
で
護
衛
を
つ
け
て
や
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の 

聖
地
で
も
あ
る
か
ら
、
将
来
や
っ
て
く
る
巡 

礼
の
道
中
の
安
全
を
保
障
す
る
と
約
束
し
ま 

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
史
家
が
次
の
よ 

•
う
に
述
べ
た
の
も
当
然
で
し
ょ
う
。

「彼
の 

こ
の
行
為
は
、
彼
が
当
時
の
、
ま
た
は
お
そ 

ら
く
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
、
最
も
騎 

士
道
精
神
を
も
っ
た
征
服
者
で
あ
る
こ
と
を 

示
す
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
」

1923年、神奈川県生まれ。東大仏文科卒業後、朝日新聞社論 

説委員、成蹊大学教授等を経て現在、中東報道者の会会長、 

中東調査会（財）常任理事。著書に『物語中東の歴史』（中公 

新書）、『カイロ』（文芸春秋）等がある。

モスクの内側

♦編集部註① イスラームの語源

イスラームというアラビア語は「神への服従」を意味 

する。その語源はサラーム（平和）という言葉にある。 

イスラームとは平和•従順•放棄•素直•受諾•純粋• 

遂行、アラビア語でal-Islam「平和である事」また「絶 

対に帰依する事」一切を挙げて、神アッラーに任せ、他 

人に対して善行を施す事こそイスラームの真の意味であ 

る。ヨルダンのエル•ハッサン•ビン•タラール王子は 

こう指摘する。「イスラームの本質は平和です。生命の 

尊厳に敬意を払うことは私たちの信仰の要であり、すべ 

♦編集部註②ジハードについて

神の敵に対するジハード（聖戦）を規定した節は、魂 

の浄化と啓示を得るための個人の内面的戦いを説いてい 

るという解釈が普通だ。

ところが、ムハンマドの敵に対する武力闘争の意味だ 

とする説もあり、現代のイスラーム過激派はこの解釈を 

ねじ曲げ、非ムスリムに聖戦を仕掛ける根拠としてい 

ての偉大な宗教の基本です」。預言者ムハンマドの子孫 

でもある王子は、世界宗教者平和会議（WCRP）の主要 

メンバーとしてイスラーム世界と欧米諸国の相互理解に 

力を注いでいる。

ムスリムにとって、コーランは純粋なアラビア語の源 

泉でもある。子供たちは学校でコーランを暗記し、大人 

たちは結婚式や葬式、祭日といった特別な機会にはコー 

ランを唱える。偶像崇拝の禁じられたイスラームでは、 

コーランは目に見える信仰の証である。

だが、イスラーム教には宗教上の中心的権威が存在し 

ないため、こうした解釈を覆すことはできない。イスラ 

ーム世界にはカトリックのローマ法王に当たる人物はい 

ない。異端者を破門する制度もない。そのため、イマー 

ム（導師）が信徒に指針と知識を与えることはできても、 

最終的な宗教上の権威は聖典コーランそのものにあり、

る。 ムスリムはそれぞれ独自に、神の言葉を自由に解釈でき 

る。

"】内wピ铭が必,ヒアゴ送㈢ロ）

地上で悪を働いたという理由もなく人を殺す者は、

全人類を殺したのと同じである。rコーラン第5章32節」

※編集部注は本記事理解の一助ととなるべく牟田口先生 

監修のもと、編集部で作成いたしました
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ア
メ
リ
カ
ー 2

つ
の
流
れ

藤

田

一

照

1
9
5
4
年
、
愛
媛 

県
生
ま
れ
。1
9
8
7
 

年
、
米
国
マ
サ
チ
ュ1
 

セ
ッ
ツ
州
ヴ
ァ
レ
ー
禅 

堂

の

住

持

と

し

て

渡 

米

、

現

在

に

い

た

る

。
 

著

書

に

『新
こ
こ
ろ
の 

シ
ル
ク

ロ
ー

ド

』
(

共 

著 

佐
賀
新
聞
社
刊)

、
訳

書

に

テ

ィ

ク•

ナ

ッ

ト
•

ハ 

ン

『禅
へ
の
鍵
』
(

春
秋
社
刊)

等
が
あ
る
。

ム
陀
の
種
子

さ
る
一
九
九
七
年
は
曹
洞
宗
北
米
開
教
七 

十
五
周
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て 

〃
Buddha-s  Seeds  Taking  Firm

 Root  
i
n  

N
o
r
t
h

 

A
m
e
r
i
c
a
-
S

 

S
o
i
l

(

『北
ア
メ
リ 

力
の
土
壌
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
つ
つ 

あ
る
仏
陀
の
種
子
』)

〃
と
い
う
冊
子
が
作
ら 

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

「曹
洞
禅
」
を
奉
じ
て
活
動
し
て
い
る
二
十 

九
に
お
よ
ぶ
寺
院•

禅
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
の
経
緯
と
活
動
の
概
要
を 

写
真
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
ア
メ

リ
カ
各
地
で
活
動
し
て
い
る
多
数
の
小
さ
な

曹
洞
禅
グ
ル
ー
プ
は
網
羅
さ
れ
て
い
ま
せ
ん 

が
、
そ
れ
で
も
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
曹
洞 

禅
の
現
況
を
垣
間
見
る
た
め
の
貴
重
な
資
料 

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
冊
子
に
よ
れ
ば
、
 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
曹
洞
禅
の
展
開
に
は
大 

き

く

言

っ

て

「
二
つ
の
流
れ
」
が
あ
っ
た
事 

が
分
か
り
ま
す
。

エ
ス
ニ
ッ
ク
曹
洞
禅

ひ
と
つ
は
日
本
人
の
血
統
を
ひ
い
て
い
る 

ア
メ
リ
カ
人
、
つ
ま
り
「日
系
ア
メ
リ
カ
人
」
 

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
以
来
、
日
系
人
強
制 

収
容
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越
え
て 

守

り

継
が
れ
て
き

た
「寺
院
」
を
中
心
と
す 

る
流
れ
で
す
。
歴
史
的
に
い
え
ば
こ
の
流
れ 

は
も
う
一
つ
の
流
れ
よ
り
も
だ
い
ぶ
先
に
緒 

に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
に
は
ロ
サ
ン
ゼ 

ル

ス

の

禅

宗

寺(

一
九
ニ
ニ
年
創
設)

や
サ 

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
桑
港
寺(

一
九
三
四
年 

創
設)

等

五

つ

の

寺

院(

す
べ
て
米
国
西
海 

岸
の
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
こ
と
に
注 

目)

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
寺

院
は
開
教
師
で
あ
る
「住
職
」
と
家
族
単
位 

の

「メ
ン
バ
ー
」(

ほ
と
ん
ど
が
日
系
ア
メ 

リ
カ
人)

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

坐
禅
会
や
仏
教
の
学
習
会
な
ど
の
活
動
よ
り 

は
、
葬
儀
や
先
祖
供
養
な
ど
の
法
要
や
茶
道 

等
日
本
文
化
教
室
の
運
営
、
盆
踊
り
や
餅
つ 

き
大
会
な
ど
の
日
本
的
な
行
事
の
開
催
の
方 

に
主
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
檀
家
制
度
に 

も
と
づ
く
日
本
の
一
般
の
寺
院
に
近
い
あ
り 

か
た
を
し
て
い
ま
す
が
、
日
系
人
達
の
民
族 

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認•

維
持
す
る 

た
め
の
「文
化
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
 

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
強
く
要
求
さ
れ
て 

き
た
と
い
う
点
で
独
自
の
性
格
を
も
っ
て
い 

ま
す
。

こ
の
流
れ
を
、

「日
系
人
に
よ
る
日 

系
人
の
た
め
の
曹
洞
禅
」
と
い
う
意
味
で
い 

ま

仮

に

「
エ
ス
ニ
ッ
ク
曹
洞
禅
」
と
呼
ん
で 

お
き
ま
す
。

エ
リ1

ト(

ホ
ワ
イ
ト)

曹
洞
禅 

も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
禅
を
も
た 

ら
し
た
初
期
の
パ
イ
オ
ニ
ア
達(
主
に
臨
済

ヴァレー禅堂内部

宗
系)

に

よ

る

「地
な
ら
し
」

の
あ
と
、

一
 

九

五

十

年

代

の

「禅
ブ
ー
ム
」
(

鈴
本
大
拙 

や
ア
ラ
ン•

ワ
ッ
ツ
、
ジ

ャ

ッ

ク•

ケ
ル
ア 

ッ
ク
ら
の
ビ
ー
ト•

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の 

禅
に
関
す
る
書
物
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き 

い)

を
経
て
、
六
十
年
代
に
は
禅
を
本
格
的 

に

学

び

た

い(

で
き
れ
ば
悟
り
を
得
た
い)
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と
望
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
が 

出
現
し
、
日
本
人
の
禅
指
導
者
が
彼
ら
と
と 

も

に

「禅
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
す
る
こ
と
で 

で
き
た
流
れ
で
す
。
禅
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ 

た
人
々
の
多
く
は
比
較
的
学
歴
の
高
い
、
中 

流
家
庭
出
身
の
若
い
白
人
層
で
し
た
。
そ
こ 

で
の
活
動
は
、
日
本
人
僧
侶
の
指
導
に
よ
る 

坐
禅
の
修
行
と
禅
お
よ
び
仏
教
の
学
習
、
セ 

ン
タ
ー
維
持
の
た
め
の
作
務
を
す
る
こ
と
が 

中
心
で
し
た
。
日
本
の
専
門
僧
堂
で
の
修
行 

形
態
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ 

で
修
行
を
し
て
い
る
の
が
出
家
で
は
な
く
在 

家
の
男
女
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
違
い
で

授戒式風景
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
確
立
す
る
上 

で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
鈴
木
俊
隆 

老

師
(

一
九
〇
四
—
七
一)

も
前
角 

博

雄

老

師(

一
九
三
一
—
九
五)

も 

は
じ
め
は
開
教
師
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ 

桑
港
寺
、
禅
宗
寺
に
や
っ
て
き
た
の 

で
す
が
、
そ
の
後
独
立
し
て
そ
れ
ぞ 

れ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ•

ゼ

ン•

セ 

ン
タ
ー
(

一
九
六
二
年)

、
ゼ

ン
• 

セ
ン
タ
ー•

オ

ヴ•

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

(

一
九
六
七
年)

を
創
設
し
て
ア
メ 

リ
カ
人
の
中
に
入
っ
て
精
力
的
に
禅 

の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
一
一
つ 

の

禅
セ

ン

タ

ー

を

起

点

と 

し
、
全
米
各
地
に
い
く
つ
も 

の
支
部
的
禅
セ
ン
タ
ー
が
つ 

く
ら
れ
、

い

わ

ば

「鈴
木
老 

師
系
」
、

「前
角
老
師
系
」

の
禅
セ
ン

冬のヴァレー禅堂

タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワI
ク
を
形
成
し
今 

に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
、
 

比
較
的
恵
ま
れ
た
境
遇
の
白
人
達
が 

中
心
に
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
 

い
ま
仮
に
「
エ
リ
ー
ト(

ホ
ワ
イ
ト) 

曹
洞
禅
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。
 

二
つ
の
流
れ
の
関
係 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
曹
洞
禅
の
歴 

史
を
大
雑
把
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
る 

と
き
、
ま
ず
気
が
つ
く
の
は
こ
う
し 

た
二
つ
の
流
れ
が
ほ
と
ん
ど
交
わ
る

こ
と
な
く
平
行
し
た
ま
ま
で
展
開
し
て
き
た 

こ
と
で
す
。

こ
の
事
実
を
見
つ
め
る
と
き
、
 

「
い
っ
た
い
ど
ち
ら
の
流
れ
が
本
来
の
姿
な 

の
か
？
」

「そ
も
そ
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
二 

つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
」

「本
来
ど 

う
あ
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
？
」

「曹
洞
禅
の 

曹
洞
禅
た
る
ゆ
え
ん
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ 

る
の
か
？
」

「将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
？
」
 

…
と
い
っ
た
多
く
の
問
い
が
浮
か
び
上
が
っ 

て
き
ま
す
。
次
回
も
、
も
う
す
こ
し
こ
の 

「
二
つ
の
曹
洞
禅
」

の
問
題
を
考
え
て
み
た 

い
と
思
い
ま
す
。

寺院用仏具•仏壇・製造販売
曹洞宗梅花流法具販売指定店/ :: こJ

N放先
£(0258)33- 5 6 4 4
0(025)280- 1 5 5 0
0(0492)27- 7 6 6 6
0(027)324- 3 7 2 1
0(026)222-3 8 11

〒940-0825新潟県長岡市高畑町617番地 
〒950-0941新潟市女池2丁目2-11 
〒350-0036川越市小仙波2丁目20-1
〒370-0046群馬県高崎市江木町H79 - 2 
〒380-0911長野市稲葉1980 -1

場
店
店
所
所 

工 

業
業

•

潟
越
営
営

店

崎
野

本
新
川
高
長

15



♦今話題のインターネットとは♦ 

インターネットの 

世界をのぞいて

みよう！
<18>

曹洞宗青年会のホームページ「般若」にご好意でリンクさせてい 

ただいている団体やお寺さまを前回に引き続きご紹介をいたしま 

す。（関東•甲信越以南と最近更新されたリンクを掲載しています）。 

尚、サイトが見つからないホームページにつきましては掲載してお 

りません。あしからずご了承下さい。

リンクをつかつて ネットサーフインその2

♦天童寺 北海道 http:〃 www.tendouji.com/
♦法林寺静岡県 http://www2.wbs.ne.jp/%7Ek-528/
♦成道寺愛知県名古屋市南区

http7/www.jodoji.com/
♦神応寺京都府亀岡市

http://ha6.seikyou.ne.jp/home/Jinnouji/
♦流転会

ドイツ出身の禅僧のホームページ、坐禅会の案内等 

http：//www.geocities.com/muholl/ rutenkai.html 
♦常明院滋賀県大津市

http://www.cable-net.ne.jp/user/terao-ji/
♦神宮寺三重県一志郡嬉野町

http：//www.ztv.ne.jp/j ing/
♦東正寺三重県鵜殿村

http://www2.ocn.ne.jp/~tousyou/
♦永源寺兵庫県養父郡八鹿町

http：//www.fureai-net.tv/eigenji/
♦安泰寺兵庫県美方郡浜坂町

http：//www.geocities.co.jp/
HeartLand-Hanamizuki/5235/

♦HIRO'S HOME PAGE 広島県呉市 

坐禅に関する情報，内山興正老師の紹介他

http://www.urban.ne.jp/home/junsoyo/fopen.htm
♦善昌寺広島県甲奴郡上下町

http：//www.fuchu.or.jp/~zenshoji/
♦光源寺岡山県阿哲郡哲西町

http：/ / www.fureai-net.tv/eigenji/
♦満正寺鳥取県倉吉市 http：//www.hal.ne.jp/tenrin/ 
♦宝宗寺山口県阿武郡福栄村

http：//www2.ocn.ne.jp/%7Epetreien/
♦定光寺山口県光市

http://wwwl.linkclub.or.jp/~joukouji/
♦海潮寺 山口県萩市「なるほど法話 海潮音」

http：//www.haginet.ne.jp/users/kaichoji/
♦永林寺佐賀県杵島郡北方町

http://www.saganet.ne.jp/eirinji/
♦本光寺佐賀県伊万里市 http://honkoji.net/
♦釣蔵院 大分県豊後高田市

http：//www.coara.or.jp/%7Emachoki/chouzouinn.htm
♦喝破道場香川県高松市

http://www.netwave.or.jp/%7Ekappa/
♦カウアイ禅宗寺

ハワイ開教総監部カウアイ島にあります禅宗寺のHP
http：//www.geocities.com/zenshuhji/

新たに追加されたリンク

♦千葉県曹洞宗青年会

千葉県曹洞宗青年会のホームページ

http：//www.chisosei.jp/
♦曹洞宗茨城県宗務所

曹洞宗茨城県宗務所のホームページ

http：//wwwl8.u-page.so-net.ne.jp/fa2/soto-ibs/
♦曹洞宗四国管区教化センター

曹洞宗四国管区教化センターのホームページ（i-mode 
対応版）

http：//www7.ocn.ne.jp/~kyoka459/
♦玉川寺山形県東田川郡羽黒町

http://www.gyokusenji.or.jp/

ホームページアドレス変更

♦玉林寺 秋田県仙北郡西木村

http://www.jomon.jp/%7Eoldpine/index.html

♦営業品目♦ 

寺院専用各種記念品•慶弔 

御布教用品•お供物品•その他寺院用品全般

「誠実」日本一を貫くわげんどう

布顔愛語の初顔堂

（株）和 顔 堂国0120-7676-00
^153-0064東京都目黒区下目黒3 -14-14

名
、激3%
あ

承
疼
今
心 

入

法
稼

を

刻

む
 

赫

で

あ!

金*

 e

弦

奥E

貫

く 

赫

ぐ

み

み

，
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パソコン格雕】
メーリング・リストについて

♦

は

じ

め

に*

I■メーリンク•リスト（mailing-list） Jとは、英語としては一 

般的に「郵送先名簿」という程度の意味ですが、インターネット 

上に於いては、ある共通の趣味や話題、目的をもった人々のグル 

ープが、電子メールを発展的に用いて、情報を相互に提供・共有 

しあう場という様な意味をも持っています。

・メーリング•リストの仕組み

ある共通の趣味や目的をもつ人々で構成されるグル 

ープ、例えば、A、B、C、Dという四人によって構 

成されるSOUSEIというグループ（メーリング•リス 

ト）があると仮定します。そのSOUSEIというメーリ 

ング•リストの中のある人物、例えばAさんが、共通 

の目的などに沿った情報を、SOUSEIというメーリン 

グ•リストの方々全員に送りたい場合、ある代表的な 

一つのアドレス宛にその情報（仮にaとします）を送 

信すると、そのaという情報を含んだ⑤というメール 

か、SOUSEIという集団を構成するA、B、C、D四 

人全員に自動的に送信されます。この⑤というメール 

は、SOUSEIという集団に参加していない人々、例え 

ば、EさんやFさんには送信されません。更に、その 

⑤というメールに対する返信を、例えばBさんが、 

Re：良等という形で送信すると、そのRe：⑥というメ 

ールもA、B、C、D四人全員に、自動的に送信され 

ます。

この様に、あるメーリング•リストに登録すると、 

そのリストに登録している全員にメールを送信出来た 

り、それに対する返信もまた全員で共有することが可 

能となり、またこの仕組みを用いて、住所を全く異に 

する者同士が、時間帯の制約も受けることなく、連絡 

を流したり、会議にも似た情報交換を行ったりするこ 

とが可能となるのです。（右図参照）

■メーリング•リストへの参加の仕方と注意点

メーリング•リストに実際に参加してみたい方は、 

先ず、御自身が目的とする様な題材を扱ったメーリン 

グ•リストを、書籍やインターネットの検索エンジン 

などを用いて探し、参加•登録などの手続きをする必 

要があります。その手続きは、メーリング•リストの 

実際の管理者が、手動で行っているか、或いは、ソフ 

トなどを用いて自動管理させているかによって多少異 

なりますが、どちらの場合も、参加案内文等に従って、 

参加資格•注意事項を確認した上、電子メールによっ 

て処理されるのが通例です。また、実際にメーリン 

グ•リスト内で投稿する際の注意事項に関しても、例 

えば、添付ファイルの貼り付けを全面的に禁止してい 

る場合があるなど、各メーリング•リストによって異 

なりますので御注意下さい。

（金子宗元記）

メーリングリストの仕組み

《梅花流法具指定販売店〉

法衣•袈裟•打敷•寺院荘厳具•京仏壇•京仏具

屏式会社妥;

本社

（T605-0081）京都市東山区古門前通花見小路東入ル

死K9・816除衣部） 

画012『29・8165（仏具部）

Q12M 9,8168（整品部） 

東京店

（T105-0014）縣都港区芝2 丁目15番2

福岡店函：Q12『3232・Q9
福岡店

（T812-0036）福岡市博多区上呉服町12-7

画Q】2『2】43・22

この迫一筋

歴史ある日本の伝統建築を 

守り続けて90余年。

ej本古来の伝統の技を伝承する、 

魚津の設計と施工。

神社•仏閣専門建築

舞魚津社寺工務店
〒454-0004名古屋市中川区西日置二丁目12番20号
TEL（052）331-3080 ■ 0854 FAX（052）332-3540
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全曹青情報局

全曹青IT報局
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
緊
急
支
援
に
つ
い
て

去
る9
月

11
日
に
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事 

件
が
発
生
し
ま
し
た
。
全
曹
青
と
し
て
は
前 

号
の
会
長
声
明
に
引
用
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た 

よ

う

に

「実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
怨
み
に 

報
い
る
に
怨
み
を
も
っ
て
し
た
な
ら
ば
つ
い 

に
怨
み
は
息
む
こ
と
が
な
い
。
怨
み
を
捨
て 

て
こ
そ
息
む
。

こ
れ
は
永
遠
の
真
理
で
あ 

る
。
」
と
い
う
釈
尊
の
お
示
し
の
よ
う
に
世 

界
の
国
々
が
武
力
に
頼
ら
な
い
平
和
的
な
解 

決
を
望
ん
で
き
ま
し
た
が
、

10
月8
日
米
英 

両
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル 

な
ど
に
空
爆
を
開
始
。
多
く
の
一
般
市
民
が 

犠
牲
と
な
り
、
多
数
の
難
民
が
発
生
し
て
し 

ま
い
ま
し
た
。

全
曹
青
と
し
て
も
何
と
か
こ
れ
ら
の
被
災 

民
の
方
々
に
対
し
て
支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い 

と
思
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
中
心
と
な 

っ
て
執
行
部
会
な
ど
で
支
援
の
方
法
に
つ
い 

て
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。
当
初
、

衣
類
等
を
送
る
と
い
う
案 

も
出
ま
し
た
が
社
団
法
人 

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン 

テ

ィ

ア

会(
S
V
A
)

へ 

打
診
し
た
と
こ
ろ
、
現
地 

へ
の
輸
送
が
困
難
と
い
う 

ご

指

摘
を

頂
戴

し
ま
し 

た
。
そ
こ
で
、
現
金
を
寄 

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
食
料 

等
の
支
援
に
役
立
て
て
い 

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し 

た
。

「禅
文
化
学
林
東
北 

大
会
」

に
て
、
募
金
を
呼 

び

か

け

た

と

こ

ろ1
1
 

2
、、
6
6
8
円
も
の
温
か 

い

浄
財
が

集
ま
り
ま
し 

た
。
そ
の
後
、
理
事
会
の 

議
決
を
経
て
全
曹
青
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
基
金
か
ら1
、0
0
0

、0
0
0
円 

を
支
出
し
、
合
計1
、1
1
2

、6600
円
を 

1
月9
日
にS
v
A

に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ 

き

ま

し

た(
概
算
で
小
麦
粉

80
kg
を

600
家
族 

分
に
相
当)

。
そ
の
際S
V
A
会
長
松
永
然 

道
師
と
全
曹
青
池
上
会
長
、
奥
野
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
委
員
長
ら
が
会
談
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ 

ン
支
援
の
現
状
やS
V
A

の
活
動
、
宗
門
と 

の
関
わ
り
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
 

本
件
に
つ
い
て
は
次
号
「そ
う
せ
い
」

で 

詳
細
を
ご
報
告
し
ま
す
。

SVA本部にて松永SVA会長と池上全曹青会長

S
v
A

で
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
対
し
て
の 

募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
募
金
を
希 

望
さ
れ
る
方
は
、
 

郵
便
振
替
口
座
番
号 

0
 0
1
7

〇1 8
 1 

3
9
7
9
9
4
 
加
入
者
名 

「SV
A
緊 

急
救
援
募
金
」
ま
で
募
金
下
さ
い
。
 

——
全
国
の
郵
便
局
か
ら
郵
便
振
替
で
ご
送
金 

さ
れ
る
際
は
振
替
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま 

す
。
—―

*
 

一
般
の
募
金
と
区
別
す
る
た
め
に
、
通
信 

欄

に

「
ア
フ
ガ
ン
難
民
」
と
お
書
き
下
さ
い
。

18
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手
作
り
募
書
シ
ル

コ|
ヒ
ー
の
空
き
瓶
な
ど
に 

貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

裏
面
も
お
読
み
下
さ
い
。 S

v
 A

に
よ
る
「国
際
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
寺
」

会
員
募
集
に
つ
い
て

S
V
A

で
は
、
長
期
に
亘
っ
て
ア
ジ
ア
子 

ど

も

教
育•

文
化
支
援
活
動
を
支
え
て
く
だ 

さ

る

「国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
寺
」

へ
の
参 

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
頂
く 

と
プ
レ
ー
ト
と
募
金
箱
が
送
ら
れ
ま
す
。
檀

慕
古
事
業
推
進
特
別
会
議

12
月

11
日
遠
忌
局
桜
井
老
師
と
全
曹
青
池 

上
会
長
、
高
原
事
務
局
長
、
森
議
長
と
の
間 

で

話

し

合

い

が

も

た

れ

た

。
会

議

の

席

上

、
 

平
成

14
年
全
曹
青
の
慕
古
事
業
は
遠
忌
局
と 

の

共

催

と

い

う

形

を

と

る

こ

と

が

決

定

し 

た

。
全
曹
青
の
慕
古
事
業
の
中
で
も
特
に
東 

司
掃
除
の
実
践
運
動
に
対
し
て
は
遠
忌
局
の 

力

強

い

支

持

を

受

け

る

こ

と

が

出

来

た

。 

「
慕

古

の

実

践

」

を

全

体

の

テ|

マ

と

し

、
 

12
月
現
在
ま
で
、
以
下
の
内
容
で
の
事
業
展 

開
を
検
討
中
。

東
司
掃
除
の
実
践
運
動

お
釈
迦
様
は
東
司
で
羅
喉
羅
に
「出
家
は 

ま
さ
に
苦
を
忍
ぶ
べ
し
」
と
説
法
さ
れ
た
。
 

道

元

禅

師

は

『正
法
眼
蔵
洗
浄
の
巻
』

で
、
 

こ
の
故
事
が
祖
祖
相
伝
し
て
き
た
こ
と
を
、
 

「慕
古
の
慶
快
」
と
言
わ
れ
、

「東
司
は
仏
の

道
場
な
り
」
と
示
さ
れ
た
。
我
々
は
禅
門
の 

七
堂
伽
藍
に
東
司
が
あ
る
の
は
、
釈
尊
直
伝 

の

「大
転
法
輪
道
場
」

で
あ
り
、
大
小
便
の 

作
法
、
心
得
が
仏
祖
正
伝
の
仏
儀
と
し
て
今 

日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
再
認 

識
し
、
そ
の
よ
う
な
東
司
を
一
生
懸
命
に
掃 

除
す
る
こ
と
こ
そ
が
慕
古
の
心
の
現
れ
で
あ 

る
こ
と
を
伝
え
る
。
具
体
的
展
開
と
し
て
は
、
 

ポ
ス
タ
ー
等
を
作
成
し
会
員
や
協
賛
寺
院
、
 

各
単
位
曹
青
が
主
催
す
る
禅
の
集
い
参
加
者 

な
ど
に
配
布
。
宮
城
県
昌
竜
寺
住
職
霊
元
丈 

法
老
師
に
デ
ザ
イ
ン
等
を
依
頼
し
た
。

青
年
会
の
日

(

平
成

14
年8
月

29
、

30
日
永
平
寺
に
て 

開
催
予
定)

遠
忌
局
と
の
対
話
の
中
で8
月

30
日
を
青 

年
会
の
日
と
し
て
何
か
行
事
を
し
て
ほ
し
い 

旨
が
永
平
寺
側
か
ら
提
案
さ
れ
た
。

12
巻
正

信
徒
に
手
作
り
募
金
箱
シ
ー
ル
を
配
布
し
て 

い
た
だ
き
、
毎
年
一
定
額
の
寄
付
金
と
募
金 

箱
に
集
め
ら
れ
た
金
額
を
送
っ
て
い
た
だ
く 

こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
曹
青
と
し
て
も
、
会
員
と
な
っ
て
頂
け

る
御
寺
院
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

〒1
6
0
 1 0
0
1
5

東
京
都
新
宿
区
大
京
町

31
慈
母
会
館

2 • 3
階 

社
団
法
人

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会 

宗

教

部

門

担

当

三

橋

成
文

電
話 

0
3

—5
3
6
0

—1
2
3
3

法
眼
蔵
の
奥
書
に
「先
師
最
後
の
教
勅
な
り
、
 

若
し
先
師
を
恋
慕
し
奉
ら
ん
人
は
、
必
ず
こ 

れ
を
書
し
て
護
持
す
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か 

ら
、
会
員
に
呼
び
か
け
て
、8
月

29
、

30
日 

の
一
泊
二
日
で
高
祖
真
前
に
て
報
恩
坐
禅
、
 

八
大
人
覚
の
書
写
奉
納
、
読
誦
を
計
画
し
て 

い
る
。
さ
ら
に
当
日
は
東
司
掃
除
の
意
義
に 

つ
い
て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
 

一
般
向
け
に
は
傘
松
道
詠
の
書
写
、
奉
納
を 

準
備
す
る
。

禅
文
化
学
林
の
開
催

(

平
成

14
年

11
月

27
、

28
日
駒
澤
大
学
お 

よ
び
檀
信
徒
会
館
に
て
開
催
予
定) 

青
少
年
を
対
象
に
「仏
の
誓
願(
慕
古
心
二 

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
講
演
会
、
分
科 

会
を
企
画
中
。
講
演
会
は
駒
澤
大
学
に
て
開 

催
、
講
師
に
つ
い
て
は
現
在
選
定
中
。
分
科 

会
は
檀
信
徒
会
館
で
開
催
、
—
青
少
年
教
化 

の
問
題
点
と
展
望
—
を
テ
ー
マ
に
会
員
と
と 

も
に
委
員
会
ご
と
に
つ
い
て(

ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
、
授
戒
、
広
報
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
青

少
年
教
化)

討
議
す
る
予
定
。
尚
、
托
鉢
に 

つ
い
て
は
、
全
曹
青
主
管
に
よ
る
事
業
は
見 

送
り
、
浄
財
の
受
け
入
れ
先
の
紹
介
等
に
と 

ど
め
る
。

19
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仏
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平
成
曲
年
度
全
国
曹
洞
宗
青
年
会

第2
日

評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

平
成

13
年

10
月

30
日
、
全
国
曹
洞
宗
青
年 

会
評
議
員
会
が
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
に
お
い 

て
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
県
の
曹
青
会
組
織
よ
り
評
議
員
、
 

管
区
理
事
が
集
ま
り
、
執
行
部
合
わ
せ
て

70 

余
名
が
出
席
。

午
前9
時
か
ら
執
行
部
会
、n
時
か
ら
理 

事
会
。
午
後1
時
か
ら
評
議
員
会
が
開
催
さ 

れ
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
午
後4
時
か
ら
は
、
各
単
位
曹
青 

事
務
局
長
及
び
広
報
担
当
者
会
議
が
行
わ
れ 

た
。評

議
員
会
は
、
池
上
幸
秀
会
長
の
挨
拶
に 

引
き
続
き
、
議
長

に

平

川
義

雄

師(
曹
洞
宗 

佐
賀
県
青
年
会)

、
副
議
長
に
池
田
道
倪
師 

(

和
歌
山
県
曹
洞
宗
青
年
会)

が
そ
れ
ぞ
れ 

選
出
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
た
。

—
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
桜
の
間
— 

第
一
号
議
案
「各
委
員
会
活
動
経
過
報
告
」
 

が
各
委
員
長
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
 

第
二
号
議
案
「慕
古
事
業
実
行
委
員
会
立
ち 

上
げ
に
つ
い
て
」
で
は
、
来
年
の
道
元
禅
師 

七
五
〇
回
大
遠
忌
に
向
け
て
「慕
古
事
業
実
行 

委
員
会
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
。
 

実
行
委
員
長
に
池
上
幸
秀
会
長
。
実
行
委 

員
と
し
て
、
全
曹
青
執
行
部
、
理
事
、
評
議 

員
、
委
員
会
委
員
が
承
認
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
同
会
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、
 

「慕
古
事
業
推
進
特
別
会
議
」
を
設
置
し
、
 

議
長
に
森 

道
輝
師
。
副
議
長
に
白
井
応
隆 

師
•

多
飯
宗
道
師
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
 

事
業
の
概
要
と
し
て
、
 

①

東

司(

ト
イ
レ)

掃
除
の
推
進
運
動 

各 

家
庭
に
お
い
て
、
青
少
年
等
が
、
東

司(

ト 

イ
レ)

を
掃
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
司

(
ト
イ
レ)

の
使
い
方
、
作

法
•

心
得
を
体 

得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
運
動
を
推
進
す 

る
。

②

托
鉢 

会
員
自
身
の
実
践
行
と
し
て 

行
う
。

③

禅
文
化
学
林
の
開
催 

価
値
観
が
多 

様
化
し
て
い
る
現
在
、
混
迷
し
て
い
る
現 

代
青
少
年
が
生
き
て
い
く
上
で
の
一
助
と 

な
る
も
の
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
禅
文 

化
学
林
を
東
京
に
て
開
催
す
る 

④

「青
年
会
の
日
」

開
催 

平
成

14
年 

8
月

29•
30
日 

大
本
山
永
平
寺
に
て 

「慕
古
」

の
実
践
す
な
わ
ち
坐
禅
に
親
し 

む
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に 

一
人
で
も
多
く
の
会
員
諸
兄
が
集
う
こ
と 

で
和
合
僧
の
姿
を
示
し
、
そ
の
絆
を
確
認 

し
あ
い
一
層
深
め
、
仏
祖
の
兄
弟
と
し
て 

の
意
識
を
高
め
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
の
計
画
を
来
年
、
道
元 

禅
師
七
五
〇
回
大
遠
忌
の
年
に
向
け
て
全
国 

青
年
会
会
員
協
力
の
も
と
展
開
し
て
行
く
旨

が
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
、

「第
十
五
期
会
長
選
考
委
員 

会
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
」
、
次
期
会
長
選
考
委

員
会
委
員
長
と
し
て
浦
辺
世
紀
師(
九
州
管

区
理
事)

が
、
副
委
員
長
と
し
て
芳
村
元
悟 

師
(
北
海
道
管
区
理
事)

が
選
出
さ
れ
、
浦 

辺
世
紀
師
よ
り
会
長
公
募
の
説
明
が
あ
っ
た
。

20

各
単
位
曹
青
事
務
局
長
及
び 

広
報
担
当
者
連
絡
会
議
開
催

評
議
員
会
に
引
き
続
き
、
午
後4
時
よ
り 

各
単
位
曹
青
事
務
局
長
及
び
広
報
担
当
者
の 

会
議
が
三
上
一
名
出
席
の
も
と
行
わ
れ
た
。

—
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
桜
の
間1

 

こ
の
会
議
は
今
回
が
初
め
て
の
試
み
と
な 

る
。始

め
に
、
各
単
位
曹
青
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
青
年
会
の
紹
介
や
、
発
行
さ
れ
て
い
る
広 

報
誌
の
紹
介
等
が
あ
り
、
次
に
各
青
年
会
が 

抱
え
る
問
題
点
等
を
意
見
交
換
し
た
。
 

意
見
交
換
の
中
で
は
会
員
数
の
減
少
や
研 

修
会
な
ど
へ
の
参
加
意
識
の
低
下
、
あ
る
い 

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
寺
庭
も
含
め
た 

積
極
的
な
参
加
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
地
域 

の
実
情
が
紹
介
さ
れ
、
情
報
交
換
の
場
と
し 

て
大
変
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
活
動
経
過 

報
告
が
山
口
英
寿
副
会
長
よ
り
な
さ
れ
、
評 

議
員
会
が
閉
会
さ
れ
た
。
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第
伤
期
会
長
の
公
募
に
つ
い
て

会
長
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
会
則
並
び
に
細
則
に
従
っ
て
下
記
の
事
項
が
決
定
さ
れ 

ま
し
た
。
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
第

15
期
会
長
立
候
補
者
は
、

下
記
の
要
項
に
従
い
、
立
候 

補
届
け
出
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

全
曹
青
第

15
期

会

長

選

考

委

員

会

委

員

長

浦

辺

世

紀

全

国

曹

洞

宗

青

年

会

第

15
期
会
長
選
考
委
員
会
届
け
出
要
項

一
、
立
候
補
届
け
出
並
び
に
履
歴
書
の
提
出

(
書
式A
を
参
照) 

二
、
立
候
補
者
の
曹
洞
宗
青
年
会
に
お
け
る 

経

歴

書

の

提

出
(
書
式B
を
参
照) 

三
、
推
薦
状

⑴

管
区
曹
洞
宗
青
年
会
代
表

(
書
式C
を
参
照) 

⑵

単
位
曹
洞
宗
青
年
会
代
表

(
書
式D
を
参
照) 

四
、
立
候
補
に
当
た
っ
て
の
執
行
方
針
の
提 

出 

(
書
式
は
任
意) 

五
、
立
候
補
届
け
出
先 

〒9
7
9
 1 2
7
0
2
 

長
崎
県
松
浦
市
今
福
町
仏
坂
免
九
五
八

宛
陵
寺 

第

15
期
会
長
選
考
委
員
会

委

員

長

浦

辺

世

紀
 

0
0
9
5
6
1
7
4
1
0
1
3
9

六
、
立
候
補
届
け
出
提
出
期
限 

平
成
十
四
年
二
月
二
十
八
日(

必
着) 

七
、
届
け
出
方
法 

必
ず
郵
便
書
留
に
て
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。

選
考
委
員
の
構
成
は
左
記
の
通
り
で
す
。

委

員

長

浦

辺

世

紀
 

副
委
員
長

芳

村

元

悟
 

委 

員

池

上

幸

秀
 

実

浄

典

英
 

白
鷺
州
浩
道 

小

泉

義

和
 

森

山

容

光
 

北

口

善

則
 

原

山

浩

昭
 

斎

藤

崇

淳

(
九
州
管
区
理
事) 

(
北
海
道
管
区
理
事) 

(
第
十
四
期
会
長) 

(
関
東
管
区
理
事) 

(
東
海
管
区
理
事) 

(
近
畿
管
区
理
事) 

(
中
国
管
区
理
事) 

(

四
国
管
区
理
事) 

(
北
信
越
管
区
理
事) 

(
東
北
管
区
理
事)

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
則(
抜
粋)

第

三

章

役

員

第

九

条
(
役
員
の
種
類
及
び
数)

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

長 

一
名

②

副
会
長 

三
名

③

理
事 

九
名

④

委

員

長

各

一

名

置

務

局

長

一

名

計 

一
名

⑦

監
事 

二
名

第

十

条
(
役
員
の
資
格
及
び
選
任)

一
、
本
会
の
役
員
は
第
七
条
に
定
め
る
正
会
員
の
中
か
ら 

就
任
年
度
四
月
一
日
に
三
十
九
歳
以
下
の
者
よ
り
選 

任
す
る
。
但
し
、
理
事
の
年
齢
に
つ
い
て
は
そ
の
限 

り
で
は
な
い
。

ま
た
、
期
間
中
は
、
正
会
員
と
し
て
の
権
利
及
び
義 

務
を
有
す
る
。

二
、
本
会
の
役
員
の
選
任
は
次
の
通
り
と
す
る
。
 

电
女
長
は
、
別
に
定
め
る
細
則
に
従
っ
て
選
任
す
る
。
 

②

副
会
長
は
、
別
に
定
め
る
細
則
に
従
っ
て
選
任
す
る
。
 

③

理
事
は
、
各
管
区
に
於
い
て
一
名
選
出
す
る
。
 

④

委
員
長
は
、
理
事
会
で
選
任
し
、
評
議
員
会
の
承
認 

を
得
る
。

但
し
、
特
別
委
員
会
委
員
長
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

摯

務

局

長

は

、
会
長
が
指
名
し
、
理
事
会
並
び
に
評 

議
員
会
の
承
認
を
得
る
。

豐

計

は

、
会
長
が
指
名
し
、
理
事
会
並
び
に
評
議
員 

会
の
承
認
を
得
る
。

望

事

は

、
理
事
会
が
推
薦
し
、
評
議
員
会
の
承
認
す 

る
。

第
三
号
会
長
副
会
長
選
出
に
関
す
る
細
則 

第

一

条

こ

の

細

則

は

、
本
会
の
会
則
第
十
条
第
二
項
に 

基
づ
き
、
会

長
•

副
会
長
選
考
に
関
す
る
事
項
を 

規
定
す
る
。

第
二
条 

会

長•

副
会
長
選
考
を
行
う
為
、
選
考
委
員
会 

を
組
織
す
る
。

第
三
条 

選
考
委
員
会
は
、
理
事
及
び
現
会
長
を
も
っ
て 

構
成
す
る
。

第
四
条
選
考
委
員
長
及
び
副
委
員
長
各
一
名
は
、
委
員 

の
互
選
に
よ
る
。

第
五
条
選
考
委
員
会
は
次
期
会
長
候
補
の
届
け
出
の
諸 

手
続
き
を
定
め
、
初
年
度
の
二
月
十
五
日
ま
で
に 

公
報
す
る
。

第
六
条
次
期
会
長
候
補
者
は
、
管
区
曹
青
会
代
表
者
と 

単
位
曹
青
会
代
表
者
の
推
薦
状
を
付
け
て
選
考
委 

員
長
宛
に
届
け
出
た
者
と
す
る
。
 

第
七
条
次
期
会
長
予
定
者
の
選
考
は
、
第
六
条
の
定
め 

る
候
補
者
の
中
よ
り
、
選
考
委
員
会
で
、
責
任
を 

も
っ
て
選
考
す
る
。

第
八
条
次
期
副
会
長
予
定
者
の
選
考
は
、
選
考
委
員
会 

と
次
期
会
長
予
定
者
と
協
議
し
、
責
任
を
も
っ
て 

選
考
す
る
。

第
九
条
選
考
委
員
会
は
、
選
考
し
た
次
期
会
長
予
定
者
及 

び
副
会
長
予
定
者
を
、
評
議
員
会
の
決
定
を
得
て
、
 

現
会
長
の
任
期
二
年
目
総
会
で
そ
の
承
認
を
行
う
。

A 式 書
B 式 書

C 式 書
D 式 書

平成 年 月 日

全国曹洞宗青年会

第 期会長選考委員会

委員長 殿

期会長に立候補致します。全国曹洞宗青年会

都道府県第 宗務所 教区 寺籍番号

寺院名

氏名

立候補者の曹洞宗青年会における経歴（例）

【昭和62年4月 〇〇県曹洞宗青年会入会】

【平成3年4月 〇〇県曹洞宗青年会庶務】

【平成5年4月 〇〇県曹洞宗青年会理事】

【平成7年4月 〇〇県曹洞宗青年会事務局長】

【同年 〇〇管区曹洞宗青年会理事】

【同年 全国曹洞宗青年会〇〇委員】

【平成9年4月 〇〇県曹洞宗青年会副会長】

【平成9年4月 全国曹洞宗青年会〇〇委員長】

【平成11年4月 〇〇県曹洞宗青年会会長】

【同年 O〇管区曹洞宗青年会副会長】

【同年 全国曹洞宗青年会評議員】

青年会

候補者の履歴

1:生年月日 昭和 年 月

2:所属曹青会 管区

注）個人加盘の埸合は、所属曹青会の記入は不要です。

添付書類

1：立候補者の、曹洞宗青年会における経歴書

2:推薦者名簿
3:立候補にあたっての執行方針

以上の経歴に相違ないことを証明いたします。

宗務所第 教区 番

寺院名

経歴作成人 印

平成 年 月 日

全国曹洞宗青年会第 期会長選考委員会

委員長 殿

全国曹洞宗青年会 第 期会長に

師を推薦致します。

管区曹洞宗育年会名（ ）

管区曹洞宗青年会於ける推薦人役職名（ ）

宗務所第 教区 番

寺院名

推薦人 印

平成 年 月 日

全国曹洞宗青年会第 期会長選考委員会

委員長 殿

全国曹洞宗青年会第 期会長に

師を推薦致します。

単位曹洞宗青年会名（ ）

単位曹洞宗青年会於ける推薦人役職名（ ）

宗務所第 教区 番

寺院名

推薦人 印

尚、書式A~Dに関してはA4版にてお願いいたします。
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INFORMATION

れ

西
村
良
浩
会
長
よ
り
、
青
年
僧
ら
し
い
大
遠 

忌

報

恩

事

業

「法
灯
行
脚
」

の
提
案
が
あ
っ 

た
。
内
容
は
永
平
寺
承
陽
殿
に
て
採
火
し
た 

法
灯
を
予
修
法
要
会
場
で
あ
る
京
都
福
知
山 

ま
で
行
脚
し
て
運
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
つ

さ
れ
ま
し
た
。
開
催
ま
で
に
は
様
々
な
ご
苦 

労
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
そ
の
反
面 

会
員
相
互
の
絆
は
マ
ッ
ク
ス
に
高
ま
り
ま
し 

た
。
京
都
曹
青
副
会
長
の
米
澤
昭
博
師
に
、
 

法
灯
行
脚
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

前
号
で
告
知
い
た
し
ま
し
た
「高
祖
道
元 

禅
師
七
百
五
十
回
忌
大
遠
忌
予
修
法
要
法
灯 

行
脚
」
。
京
都
曹
青
会
に
よ
っ
て
無
事
厳
修

プ

ロ 

ロ 1

グ
• 

• 

• 

平
成

13
年
春
、
京
都
曹
青
総
会
に
お
い
て

そうせSTン＞ 
.健の.かーシ笛

や•芮動力の

戸游斗

1

た
。
全
行
程
約
二
百
十
キ
ロ
。
会
員
の
顔
に 

は
不
安
と
、
希
望
が
交
錯
し
た
。
議
事
の
結 

果
可
決
さ
れ
た
。
満
場
一
致
だ
っ
た
。

準

備

、

行

脚

当

日
 

そ
の
後
、
会
員
達
は
会
合
に
会
合
を
重
ね 

た
。
何
度
も
下
見
に
走
り
、
距
離
を
測
っ
た
。
 

拝
宿
寺
院
や
宿
、
休
憩
地
や
食
事
の
手
配
等
、
 

多
忙
を
極
め
た
。
六
日
間
に
渡
る
行
程
中
の 

シ

フ
ト•

サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
、
法
灯
の
運 

び

方

等

•々
•
•

不
安
も
尽
き
な
か
っ
た 

が
、
開
催
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
皆
の
顔
は
輝 

い
て
い
っ
た
。

い
よ
い
よ
迎
え
た
当
日
。
導
師
に
宗
務
所 

長
老
師
。
法
灯
は
無
事
採
火
さ
れ
、
四
つ
の 

提
灯
に
灯
さ
れ
た
。
万
一
の
事
を
考
え
、
ラ 

ン
タ
ン
ニ
つ
、
カ
イ
ロ
ニ
つ
で
入
念
に
法
灯 

を
守
っ
た
。

承
陽
殿
か
ら
佛
殿
を
通
り
、山
門
ま
で
の
行
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列
は
今
だ
前
例
の
無
い
事
だ
っ
た
。
感
動
で 

胸
の
中
が
一
杯
に
な
っ
た
。
山
門
頭
で
の
法 

要
の
後
、遠
忌
局
事
務
局
長
山
田
老
師
よ
り
激 

励
を
賜
り
法
灯
行
脚
は
始
ま
っ
た
。
十
月
十 

五
日
。
空
は
抜
け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
だ
っ
た
。

会

員

相

互

の

絆

芽

生

え

「大
丈
夫
か
、
無
理
を
す
る
な
」
と 

い
う
言
葉
が
自
然
に
交
わ
さ
れ
た
。
夜
に
は 

互
い
に
傷
の
手
当
て
や
テ
ー
ピ
ン
グ
を
す
る 

姿
が
見
ら
れ
た
。
め
い
め
い
が
心
か
ら
い
た 

わ
り
あ
え
た
。
絆
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
。
 

一
日
だ
け
歩
い
た
者
、
車
で
サ
ポ
ー
ト
し 

た
者
、
全
日
程
歩
い
た
者
、
そ
れ
ら
全
て
の 

者
達
の
思
い
が
徐
々
に
一
つ
に
な
っ
て
い
っ 

た
。
道
中
で
応
援
の
声
を
掛
け
て
頂
い
た 

方
々
。
峠
道
、
御
詠
歌
で
迎
え
て
く
れ
た
講 

員
さ
ん
。
手
作
り
の
お
料
理
で
迎
え
、
汚
れ 

た
手
甲
と
脚
絆
を
深
夜
洗
っ
て
く
れ
た
御
寺 

族
の
方
々
。
幕
を
張
り
梵
鐘
を
打
ち
つ
つ
迎 

え
て
下
さ
っ
た
拝
宿
御
寺
院
の
皆
様
。
遠
路 

激
励
の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
大
阪
曹 

青
の
方
々
。
そ
の
一
大
一
大
の
後
押
し
が
会 

員
を
支
え
た
。

旅
の
途
中
、
会
員
達
に
変
化
が
生
じ
た
。
 

「疲
れ

て

い

る

者
を

休

ま

せ

て

や

ろ

う

。
」
 

「自
分
が
代
わ
り
に
歩
く
。
」
そ
ん
な
思
い
が

本

来

の

「
速

度

」
 

会
場
に
無
事
法
灯
を
奉
納
し
、
今
回
の
行 

脚
を
振
り
返
っ
た
と
き
、

「歩
く
」
と
い
う 

こ
と
を
通
し
て
本
来
の
「速
度
」
を
再
認
識 

し
た
。
畑
や
田
圃
の
に
お
い
。
野
に
咲
く
コ 

ス
モ
ス
や
す
す
き
、
野
菊
、
山
の
色
、
海
の 

色
そ
し
て
海
の
香
り
、
車
な
ど
で
は
感
じ
る 

事
が
で
き
な
い
事
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
六
日

間
二
百
十
キ
ロ
の
行
程
は
終
了
し
た
。
 

応
援
を
頂
い
た
全
て
の
方
々
道
中
す
れ
違 

っ
た
全
て
の
方
々
、
全
て
の
者
へ
感
謝
し
、
 

行
脚
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
合
掌
。
 

参
加
者/

京
都
曹
青
会
員 

協 

力/

拝
宿
提
供
御
寺
院 

御
寺
族 

梅 

花
講
講
員 

大
阪
曹
青
会 

近
連 

協

沿

道

の

大

々

第
二
十
四
回
中
国
曹
洞
宗
青
年
会
い
ず
も
大
会 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
我
々
は
何
を
す
べ
き
か

——

若

者
と

の

接

点

を

求

め
て

——

三
人
の
講
師
に
よ
る
、
若
い
僧
と
五
時
間
の
大
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

いずも曹青会長 

吉長裕教師

去
る
、
十
一
月
八
日
午
後
か
ら
九
日
午
前 

の
両
日
に
わ
た
り
、
松
江
市
ホ
テ
ル
白
鳥
に 

お
い
て
、
第
二
十
四
回
中
国
曹
洞
宗
青
年
会 

い
ず
も
大
会
を
、
主
管
い
ず
も
曹
洞
宗
青
年 

会
の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
鶴
見
大
学
講
師
、
尾
崎
正
善 

師
。
大
本
山
永
平
寺
役
寮
、
南 

直
哉
師
。

島
根
県
宝
隆
寺
住
職
、
和
田
善
明
師
の
三
師 

を
招
き
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
当
青
年
会 

の
佐
藤
良
元
師
が
務
め
、
二
日
間
に
亘
り
五 

時
間
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
大
会
は
、

い
ず
も
曹
洞
宗
青
年
会
が
一 

年
以
上
前
よ
り
、
会
長
吉
長
裕
教
師
を
中
心 

に
し
て
企
画
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、

「時
代
を
担 

う
現
代
の
若
者
と
の
接
点
を
求
め
て
、
青
年 

僧
侶
は
今
何
を
す
べ
き
か
。
」
と
い
う
問
い 

か
け
に
対
し
新
進
気
鋭
の
講
師
三
大
を
囲
ん 

で
デ
ィ
ス
ヵ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
企
画 

で
し
た
。

更
に
私
達
は
、
大
会
資
料
と
し
て
島
根
県
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内
の
一
般
市
民
六
〇
〇
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト 

調
査
を
し
、
寺
院
に
対
す
る
十
四
の
項
目
か 

ら
な
る
意
識
調
査
を
ま
と
め
ま
し
た(
下
記 

参
照)

。

こ
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
お
寺
が
社
会 

に
貢
献
す
る
期
待
感
が
現
れ
て
い
ま
し
た 

が
、
同
時
に
若
者
の
無
関
心
さ
が
如
実
で
し 

た
。当

日
の
大
会
に
、
私
達
が
作
成
し
た
調
査 

資
料
を
参
加
の
皆
様
に
配
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ 

ム
の
テ
キ
ス
ト
に
い
た
し
ま
し
た
。
 

両
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
中
国
五
県
か 

ら
九
十
余
名
の
青
年
僧
に
参
集
い
た
だ
き
、
 

三
人
の
講
師
を
交
え
会
場
の
若
い
僧
侶
と
テ 

—

マ
に
つ
い
て
深
い
内
容
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ 

ョ
ン
が
出
来
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
に
開
か 

れ
た
寺
の
あ
り
か
た
、
生
き
た
法
要
の
構
築
、
 

葬
式
、
法
事
で
の
法
話
の
仕
方
、
寺
院
に
お 

け
る
社
会
貢
献
の
有
り
様
、
宗
教
の
信
頼
回 

復
の
努
力
等
の
貴
重
な
提
言
を
聞
く
こ
と
が 

出
来
、
大
会
が
盛
会
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来 

ま
し
た
。

私
達
青
年
会
と
し
て
も
、
こ
の
大
会
を
通 

し
て
他
県
の
会
員
同
士
と
の
交
流
を
図
る
事 

が
出
来
、
実
り
多
き
大
会
で
あ
っ
た
と
感
謝 

し
て
お
り
ま
す
。

当
日
、
来
賓
戴
き
ま
し
た
ご
老
師
方
々
は 

じ
め
、
お
力
添
え
を
頂
い
た
関
係
各
位
の
皆 

様
、
そ
し
て
全
曹
青
会
長
池
上
幸
秀
師
、
全 

曹
青
副
会
長
山
口
英
寿
師
に
は
心
よ
り
御
礼 

申
し
上
げ
大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

い
ず
も
曹
洞
宗
青
年
会

星

埼

正

善

飾

雷

<

誤
飾 

爾
仁
摩
酸
室
な
住■

和®

善
明
飾

,

我
々
は
何
を
す
べ
き
か
！ 

i
若
者
と
の
接
点
を
求
め
て

お
坊
さ
ん(

お
寺)

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
結
果
概
要

島
根
県
東
部
在
住
の
無
作
為
抽
出
し
た
六
百
人
に
回
管
を
得
た

問

一

年

齢

に

つ

い

て

十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
幅
広
く
協
力
し
て
頂 

い
た
が
、
二

十

代(
24%
二

二

十

代(
23%) 

四

十

代(
20%

)
五

十

代(
21%

)
が
大
半 

を
占
め
た

問

二

性

別

男
性
よ
り
女
性
の
回
答
者
が
若
十
多
か
っ
た 

問

三

職

業

会
社
員
、
自
営
業
、
主
婦
が
多
か
っ
た 

問

四

家

族

構

成

二

世

帯

家

族(
26%

)
核

家

族(
24%

)
続 

い
て
三
世
帯
以
上(
22%

)
が
続
い
た
。
 

問

五

信

仰

し

て

い

る

宗

教 

全
世
代
通
じ
て
一
位
が
仏
教
、
二
位
に
無
宗 

教
、
三
位
が
神
道
だ
っ
た 

問

六

宗

教

を

ど

の

よ

う

に

思

う

か 

一
番
多
か
っ
た
の
は
「心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に 

な
る
」
二

番

目

が

「社
会
道
徳
の
基
盤
」
三 

番

目

が

「心
の
痛
み
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
」
 

だ
っ
た
が
、

「わ
か
ら
な
い
」
も
多
か
っ
た 

問

七

生

き

て

い

く

上

で

宗

教

が

必

要

だ

と 

思
う
か

全

世

代

通

じ

て

「必
要
」
が
多
か
っ
た
が
、
 

二
十
代
、
三
十
代
で
は
約
半
数
が
「わ
か
ら 

な
い
」
、
特

に

二

十

代

で

は

「
い
ら
な
い
」
 

も
目
立
っ
た
。

問

八

仏

壇

の

有

無

「あ
る
」

62%
、

「な
い
」

38%

問
八1
 
一
 

「あ
る
」
方

仏

壇

を

拝

む

か

「毎
日
」

33%

「と
き
ど
き
」

40%• 

「
ご
く
ま
れ
に
」

22%
 

問

九

墓

参

り

経

験
 

「あ
る
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た 

問
九1

一
 

墓
参
り
の
理
由 

「先
祖
が
い
る
か
ら
」
が
圧
倒
的
だ
っ
た 

問

十

お

寺

参

り

の

経

験 

「あ
る
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た 

問
十
—

一
 

寺
参
り
の
理
由 

「法
事
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た 

問

十

一

坐

禅

の

経

験 

「あ
る
」

36%

「な
い
」

62%
 

問
十
一 1
 
一
坐
禅
経
験
の
動
機 

会

社•

学
校
の
研
修
が
多
か
っ
た 

問

十

二

お

寺

の

イ

メ

—
ジ 

「あ
り
が
た
い
と
こ
ろ
」

「感
じ
な
い
」
 

半
々

問

十

三

僧

侶

の

イ

メ
|

ジ 

「感
じ
な
い
」
が

多

く

「あ
り
が
た
い
」
 

そ
の
次
に
多
か
っ
た 

問

十

四

僧

侶

に

期

待

す

る

事

「仏
教
の
教
え
を
説
く
」

が

がは

一

番

多

く

「生

活
の
手
本
」
が
次
に
多
か
っ
た
、
二
十
代
で 

は

「期
待
し
な
い
」
も
目
立
っ
た

※

ア
ン
ケ1
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
全
曹
青
ホ|

ム
ペ|

ジ

「般
若
」
上
に
掲
載
予
定
で
す
。
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〔曹
洞
宗
岐
阜
県
青
年
会
出
版
物
の
紹
介
〕

曹
岐
青
で
は
、
三
点
の
出
版
物
を
開
発
し
、
 

現
在
も
全
国
の
宗
門
の
御
寺
院
様
で
ご
利
用 

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
サ
ン
プ

ル•

資
料 

を
ご
希
望
の
方
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
い 

合
せ
く
だ
さ
い
。

〈曹
岐
青
出
版
物
一
覧
〉

①

鳴

ら

し

物•

進

退

が

よ

く

解

る

「歎
佛
会 

法
式
」
経
本 

(2
、5
0
 0
円/

冊) 

②

ル

ビ

付

き

「大
般
若
理
趣
分
経
」

(
40

、0
0
0
円/

冊) 

③

理

趣

分

経

用

「桐
箱
」

(
10

、0
〇0
円/

冊)

*

い
ず
れ
の
品
も
送
料
は 

無

料
(

曹
岐
青
で
負
担) 

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

宴
■'OOOA

お問い合せ先

宛先：曹岐青出版部

住所：〒506-2133
岐阜県大野郡丹生川村北方正宗寺内

TEL/FAX ： 0577-78-1 080

エコクッキング
捨てればゴミー… 

活かせば薬膳

ナズナの名前で春の七草の1つに数えられるかぶ 

は、昔から日本人に親しまれてきた野菜。京都•千枚 

漬けの大ぶりな聖護院かぶ、会津のほんのりと甘い赤 

かが、信州の漬物•野沢菜一いずれもかぶの仲間です。

よく使われる白い根の部分にも、カリウムなどミネ 

ラルやビタミン類が含まれていますが、忘れられがち 

な緑の葉の部分の方が、より充実した栄養素が詰まつ 

•ています。

かぶの葉100gには、牛乳一本（200cc）分よりも 

多い230mgものカルシウムが含まれています。鉄分も 

1.9mgで、卵1.5個分とほぼ同じ。ほかにもカロチン、 

ビタミンC、ビタミンKも豊富で、マグネシウム、亜 

鉛、銅などの微量ミネラルも含んでいます。

かぶの葉に含まれる、これらのミネラルやビタミン 

の共通項は…、実は、丈夫な骨を作るためには欠かせ 

ない栄養素ばかりなのです。これに、体内でのカルシ 

ウムの「運び屋」ビタミンDと、骨を強くする（骨に 

カルシウムが付着しやすくする）働きがあるたんぱく 

質を加えることで、「骨太料理」が簡単にできます。 

今回は、ビタミンDとたんぱく質を含むしらす干し 

（またはじゃこ）を組み合わせた「かぶのしらす和え」 

を紹介します。

かぶの葉のしらす和え
カルシウムなど、「骨太栄養素」がせいぞろい

♦材料♦

かぶの葉/3〜4株分、しらす（またはじやこ）/大 

さじ2、しようゆ/小さじ1、マヨネーズ/少々 

♦作り方.

① かぶの葉はさっとゆで、約2cmに切る。

②ボールに、しょうゆ、しらす（またはじゃこ）、 

マヨネーズを入れて混ぜる。

③ ①のかぶの葉の水分を絞ってから、②に加えて和 

える。

〈管理栄養士 •小池すみこ〉
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岡 231217194 154146141135 兵 451374 369 367 325 324 314 302 3026 兵 3514 和 272625 奈1271211079794656140292219 大 367
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第 第 県
光長万鷲大松弘二頼成大慶清願横月岡荒一高西 
雲福松住膳隣誓光国竜徳久成蔵照本村松福 
寺書專寺等寺寺 寺寺寺尋寺尋寺尋尋尋 等寺 

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

福
昌
寺
様 

齢
延
寺
様 

観
音
寺
様 

円
通
院
様 

伊
勢
寺
様 

大
広
寺
様 

西
福
寺
様 

黄
梅
寺
様 

菅
相
寺
様 

実
相
院
様 

禅
徳
寺
様 

来
迎
寺
様 

宝
泉
寺
様 

蔵
心
寺
様 

悟
真
寺
様

186
〃 

桂
昌
寺
様 

236
〃 

飯
倉
寺
様 

243
〃 

覚
天
寺
様 

261
〃 

常
安
寺
様 

鳥
取
県

10
〃 

祥
雲
寺
様 

12
〃 

吉
祥
寺
様

貞
信
寺
様 

48
〃 

譲
伝
寺
様 

67
〃 

洞
光
寺
様 

72
〃 

谷
昌
寺
様 

78
〃 

山
名
寺
様 

168
〃 

聖
福
寺
様 

島
根
県
第
一

209
〃 

円
通
寺
様 

231
〃 

岩
滝
寺
様 

253
〃 

西
光
寺
様 

島
根
県
第
二

1

〃

松
源
寺
様 

8
 

〃 •

祐
福
寺
様 

17
〃 

円
光
寺
様 

25
〃 

安
養
寺
様 

32
〃 

宗
渕
寺
様 

40
〃 

増
福
寺
様 

50
〃 

妙
岩
寺
様

59
〃 

清
光
院
様 

60
〃 

桐
岳
寺
様 

63
〃 

竜
覚
寺
様 

69
〃 

竜
雲
寺
様 

75
〃 

清
安
寺
様 

77
〃 

本
覚
寺
様 

86
〃 

北
禅
寺
様

99
〃 

禅
慶
院
様 

101
〃 

円
光
寺
様 

134
〃 

極
楽
寺
様 

⑷

〃

本

願

寺

様 

181
〃 

善
福
寺
様 

203
〃 

玉
雲
寺
様 

206
〃 

十
満
寺
様

高
知
県

420405400389 長3593143113072792372172071661541391231191081079943 5 長1
野n 〃〃 渣 ii ii it 

第
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芳向地二円雲神長天一永弥円養長久宝永二瑞延長青西正一羅有豊 
證陽蔵通泉照徳福林福通寿興善光泉雲命泉眼蓮応漢近音

大
雄
寺
様 

法
明
寺
様 

観
音
寺
様 

水
月
寺
様 

法
泉
寺
様 

善
栖
寺
様

寺守院 寺寺寺寺寸 守寺寺守寺院 
様様様 様様様様様 様様様様様様

寺寺寸寺寺寸 寺寺守 
様様様様様様様様様

4629252423171610

佛
母
寺
様 

東
禅
寺
様 

慈
徳
寺
様 

東
源
寺
様 

盛
林
寺
様 

安
洞
院
様 

長
勝
寺
様 

竜
伝
寺
様

〃

清
水
寺
様

大 
分 
県

福 814 738 283 220 219 212 199 196 1311新 677637 571553535514 新 708692682 新 466462460355344343338318312311新 2051142625 富 50 石 271218179145143134 103101福 529526 508484461
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蔵動太谷牧総光伝寒雲禅泉輪住光命鏡徳田浄眼谷慶徳眼応上福慈眼臺城泉
院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺庵院寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

ff if 巷 ff ff 
県

長常法瑞浄臥洲永 
継福雲林林竜江建

雲雞真円養 
彩足浄応泰

寺寺寺寺寺院院寺寺院寺院寺
様様様様様様様様 様様様様様
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泉
秀
寺
様 

三
乗
院
様 

長
泉
寺
様 

保
福
寺
様 

天
沢
寺
様 

広
度
寺
様 

蓮
蔵
寺
様 

雲
林
寺
様 

観
照
寺
様 

頊
宣
寺
様 

満
円
寺
様 

円
通
寺
様 

長
福
寺
様 

常
春
院
様 

保
福
寺
様 

安
穏
寺
様 

西
光
寺
様 

西
勝
寺
様 

大
用
寺
様 

常
徳
寺
様 

常
楽
寺
様 

浄
泉
寺
様 

長
福
寺
様 

天
宗
寺
様 

松
音
寺
様 

実
相
寺
様 

満
興
寺
様 

円
満
寺
様 

珠
光
寺
様 

竜
川
寺
様 

圓
通
院
様 

東
光
寺
様 

観
音
寺
様 

津
竜
院
様 

耕
徳
院
様 

洞
源
院
様 

洞
仙
寺
様 

浄
音
寺
様 

天
雄
寺
様 

満
照
寺
様 

竜
源
寺
様 

頼
光
寺
様 

西
光
寺
様 

金
秀
寺
様 

玖
光
院
様 

黄
金
寺
様 

喜
泉
院
様 

祇
陀
寺
様 

永
泉
寺
様 

永
祥
院
様 

福
蔵
寺
様 

永
昌
寺
様 

桂
林
寺
様 

円
通
寺
様 

瑞
興
寺
様 

歓
喜
寺
様 

円
城
寺
様 

円
通
寺
様 

万
松
寺
様 

金
性
寺
様 

西
光
寺
様 

明
蔵
寺
様

御
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4 3

蒼
竜
寺
様 

宝
袋
院
様

秋741718711591565554520470433 山 746372368249 叫 242239224214208182148114104928176 5 包18517612711911010810194846967454427青 288 270269256252242232219195177171158131
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様様様様様様様様様様様様様 様様様様様様様様様様様様様 様様様様様様様様様様様様様様

花
林
院
様 

願
成
寺
様 

光
西
寺
様 

要
津
院
様 

安
養
寺
様 

遠
応
寺
様 

龍
昌
寺
様 

大
慈
寺
様 

柳
玄
寺
様 

曹
源
寺
様 

竜
泉
寺
様 

海
蔵
寺
様 

長
福
寺
様
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Wうせいサロン

あ
ま
り
力
に
な
れ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
蔭
な 

が
ら
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
米
国
同
時
多
発
テ
ロ 

に
対
す
る
全
曹
青
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
静
か
に
評
価
さ 

れ
て
い
ま
す
。
私
も
法
話
等
に
引
用
さ
せ
て
頂
い
て 

い
ま
す
。
乞
う
ご
活
躍
。

(

大
本
山
總
持
寺
後
堂/

野
田
大
燈
老
師) 

各
地
域
の
青
年
僧
侶
を

顔
写

真

つ
き

メ

ッ
セ

ー

ジ

、
 

趣

味

な

ど

を

取

り

上

げ
て

紹
介
し
て

ほ
し
い
で

す

。
 

友
好
を
深
め
る
事
に
も
な
り
ま
す
の
で
。
自
坊
は
こ 

の
よ
う
に
し
て
い
る
な
ど
、
寺
院
の
紹
介
な
ど
を
取 

り
上
げ
て
ほ
し
い
。
 

(

兵
庫
県/

横
野
大
護
様) 

毎

回

「そ
う
せ
い
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
大 

変
読
み
応
え
が
あ
り
勉
強
に
な
り
ま
す
。1
1
5
号 

掲

載

の

長

崎

曹

青

の

活

動

に

敬

意

を

表

し

ま

す

。
 

「継
続
は
力
な
り
」
と
思
い
ま
し
た
。

(

広
島
県/

垣
井
良
孝
様) 

レ
イ
ア
ウ
ト
、
話
材
等
よ
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た 

よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
し
い
切
り
口
で
仲
良
し
ク
ラ 

ブ
型
で
は
な
い
機
関
誌
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(

岐
阜
県/

原
田
大
石
様) 

尾

崎

正

善

師

の

「宗
門
儀
礼
を
現
代
に
如
何
に
生
か 

す

か
」

に
は
共
感
い
た
し
ま
す
。

「宗
門
の
多
く
の 

儀
礼
の
起
源
や
そ
の
変
遷
過
程
を
知
る
事
は
現
代
僧 

侶
に
と
っ
て
必
須
の
事
」
と
あ
り
、
そ
の
具
体
例
と 

し
て
、1
•
施
食
会
の
陀
羅
尼
の
一
々
の
意
味
や
そ 

の
増
減
の
過
程
。2
•

葬
祭
回
向
文
の
変
遷
の
理
由
。
 

3
.
各
種
講
式
の
意
味
付
け
な
ど
は
し
っ
か
り
と
理 

解
し
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
以
上 

の
よ
う

な

事

に

関
す

る

既

刊

の

資

料

の

情

報
を

「そ 

う
せ
い
」
紙
面
上
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
に 

存
じ
ま
す
。
 

(
新
潟
県/

野
田
尚
道
様) 

最

近

の

「そ
う
せ
い
」

は
内
容
も
充
実
し
て
す
ば
ら 

し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
山
県
で
は
世
代
名
鑑
を
発
行
し
て
い
ま
す
。P
R
 

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
よ
ろ
し
く

(

岡
山
県/

柴
口
成
浩
様) 

貴
重
な
御
意
見
御
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
誠 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
紙
面
編
集 

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フレゼント

当
欄
で
は
、
皆
様
の
お
便
り
を
お
待
ち
し 

て
お
り
ま
す
。

ご
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
方 

に

は

抽

選

で

20
名

様

に

曹

岐

青

出

版

部

刊 

『鳴

ら

し

物
•

進

退

が

よ

く

解

る

「歎
仏
会 

法
式
」
経
本
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
頂
き 

ま
す
。
ま
た
、
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方
の
中 

か
ら
抽
選
で3
名
様
に
前
回
に
引
き
続
き
ご 

好

評

を

賜

り

ま

し

た

研

友

企

画

出

版

刊

『ネ 

コ
は
ど
う
し
て
わ
が
ま
ま
か
』
を
加
え
て
プ 

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
宛
先
は
〒6
 

9
9
-
0
6
2
4
島
根
県
簸
川
郡
斐
川
町 

上

直

江1
9
9

妙
相
寺
内
全
曹
青
広
報
委 

員

会

事

務

局

「そ
う
せ
い
」
読
者
プ
レ
ゼ
ン 

ト

係

へ

。

郵

便

番

号
•

住

所
•

氏

名
•

年 

齢
•

電

話

番

号
•

電

子

メ

ー

ル

ア.
ド
レ
ス 

(

お
持
ち
な
ら)

を
お
書
き
添
え
下
さ
い
。
 

尚

、
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
の
発
表
は
発
送 

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご 

了
承
下
さ
い
。

ネコはどうじて 

わがままか「

「ネ
コ
は
ど
う
し
て
わ
が
ま
ま
か
」

ウソのような本当の話
タヌキが交通事故にあいやすいのはなぜか？ 

テントウムシは*当にかわいい身か？

「鳴
ら
し
物
進
退
が
よ
く
分
か
る
歎
仏
会
法
式
経
本
」

(

曹

岐

青

出

版

提

供) 

神
力
品
の
経
本
と
し
て
も
利
用
で
き
る
平
易
で
便 

利
な
経
本
で
す
。

(

研
友
企
画

出

版

提

供) 

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

「利
己
的
な
遺
伝
子
」

の
訳
者
、
 

日
高
敏
隆
先
生
の
最
新
刊
で
す
。

午
年
で
す
。
中

国

の

故

事

「人
間
萬
事 

塞
翁
が
馬
」

に
よ
れ
ば
、
翁
は
、,

大
事
に 

し
て
い
る
馬
の
も
た
ら
す
禍
福
に
騒
ぎ
た 

て
る
こ
と
な
く
、
平
常
心
の
ま
ま
超
然
と 

し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、

こ
の
一
年
に 

生
起
す
る
様
々
な
事
件
、
事
象
に
よ
っ
て
も 

た
ら
さ
れ
る
禍
福
に
狼
狽
え
ず
常
に
本
質
を 

捉
え
る
姿
勢
を
養
い
た
い
も
の
で
す
。
 

こ
の
地
球
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
発 

見

を

求

め

る

と

い

う

「時
代
」

は
、
終
わ
ろ 

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
衆
生
は
、
膨
大 

な
時
間
の
海
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
の
体 

験
と
探
究
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
今 

世

紀

、
大

規

模

な

転

換

期

に

入

り

ま

し

た

。
 

時

代

は

既

に

「
回
復
」

で

は

な

く

「再
生
」
 

の
段
階
を
迎
え
よ
う
と

し
て

い
る
の
で

す

。
 

個
と
し
て
の
覚
醒
に
励
み
、
仏
祖
の
行
履
を 

忠
実
に
生
き
よ
う
と
す
る
も
の
、
自
ら
の
罪 

を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
、
利
他
の
生
き
方
を

望
む
も
の
が
、
次

時

代

の

ス

テ

ー

ジ

に

「再 

生
」

し
て
い
く
。
自

ら

を

「再
生
」•

で
き
る 

も

の

は

「
し
な
や

か
さ
」

で
す
。

「
し
な
や 

か
」
は
、
元

来

「死
な
や
か
」
で

あ

り

「死
」
 

に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
弾
力
性
を 

も
っ
た
生
き
方
に
転
換
す
る
こ
と
。
 

宗
門
は
、
五
十
年
に
一
度
の
大
遠
忌
を
迎 

え
、
全
曹
青
は
三
十
年
の
節
目
を
控
え
て
い 

ま
す
。
様
々
な
節
目
に
遇
う
全
曹
青
会
員
諸 

師

と

共

々

に

「し
な
や
か
に
」
生
き
る
こ
と 

を

提

案

し

ま
す

。

そ

れ

が

、

「再
生
」

へ
の 

ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
青
年
会
組
織
と
し
て
も
ま 

さ
に
自
己
発
見
か
ら
自
己
達
成
へ
の
チ
ャ
レ 

ン
ジ
ン
グ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

編

集

室

敬

白

 

「大
間
は
努
力
を
す
る
限
り
、
迷
う
も
の 

だ

。
」

と
い
う
ド
イ
ツ
の
哲
大
の
言
葉
が

あ 

る
。
優
れ
た
箴
言
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ 

う

に

こ

の

言

葉

も

「大
間
は
迷
い
が
あ
る
限 

り

、
努

力

す

る

も

の

だ

。
」

と
逆
に
言
い
換 

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

我

が

編

集

部

も

、
 

「迷
い
」

を

燃

料

に

、
完

全

燃

焼

、

そ
し
て 

燃
焼
効
率
を
日
々
追
求
し
て
い
る
。
ま
る
で 

T
自
動
車
かH
技
研
か
と
い
っ
た
感
じ
で
あ 

る
が
、
本
編
集
部
は
あ
く
ま
で
も
手
作
り
で 

あ
り
、
現
に
謝
罪
文
な
ど
も
手
書
き
で
出
し 

た
こ
と
が
あ
る
。
燃
焼
効
率
の
悪
さ
は
他
の 

追
従
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

先

の

号

あ

た

り

か

ら

「励
ま

し

の

お

言

葉

」
 

と

い

う

効

率

の

よ

い

燃

料

を

頂

戴

し

て

い 

る
。

「勝
利
の
方
程
式
」(
1
1
5
号

『編
集 

室
敬
白
」
参
照)

は
ま
だ
解
け
ず
に
い
る
が
、
 

新
た
な
燃
料
を
手
に
編
集
部
は
完
全
燃
焼
を 

目
指
し
て
い
く
。

さ
て
、
今
号
か
ら
新
し
く 

藤
田
一
照
師
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
曹 

洞
宗
の
展
開
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ご
期
待 

く
だ
さ
い
。

27

♦

お
詫
び
と
訂
正

前

号(
1
1
5
号)

12
ペ
ー
ジ
〜
13
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「現 

代
と
宗
教
」
欄
に
お
い
て
、
井
上
順
孝
教
授
の
プ
ロ
フ
ィ
ー 

ル
が
謝
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
し
い
プ
ロ
フ
ィ
ー 

ル
は
、
氏
名 

井
上
順
孝(

い
の
う
え 

の
ぶ
た
か)

昭
和 

23(
1
9
4
8
)
年
生 

国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
教 

授
、
博
士 
(
宗
教
学)

専
門
分
野
宗
教
社
会
学

略
歴

1
9
7
1
年 

東
京
大
学
文
学
部
宗
教
学
宗
教
史
学
専
修
課 

程
卒
業

1
9
7
4
年 

東
京
大
学
文
学
部
助
手

1
9
9
2
年
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
教
授
、
現
在 

に
至
る
。

主
な
著
書

『図
解
雑
学 

宗
教
』
ナ
ツ
メ
社
、2
0
0
1
年

「若
者
と
現
代
宗
教
』
ち
く
ま
新
書
、1
9
9
9
年
で
す
。
 

ま
た
、
22
ペ
ー
ジ
の
尾
崎
正
善
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
徳
善 

寺
住
職
と
あ
り
ま
し
た
が
副
住
職
の
誤
り
で
す
。
 

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。



DATA
発足 昭和56年
会長 山本 悟由

副会長 仙井 

本土

恵久

一真

会計 能仁
典一 
賢ホ

事務局星野 

会員20名
隆信

楚
媛
県
曹
洞
宗
青
年
会
は
会
長
の
山
本
悟 

凌
由
師
を
中
心
に
総
勢
二
十
名
で
様
々
な 

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
が
し
か
し
、
四 

国
管
内
の
御
寺
院
様
は
「愛
媛
の
曹
青
会
は 

何
の
活
動
も
し
と
ら
ん
。
と
き
ど
き
道
後
で 

飲
ん
ど
る
だ
け
じ
ゃ
！
」
と
御
立
腹
の
方
も 

多
い
よ
う
で
す
。

:

に
あ
ら
ず
！

し
っ
か
り
活
動
し
て
お 

さ

り

ま

す

。

ヘn
員
一
同
、
次
期
宗
門
の
担
い
手
と
し
て
、
 

ム
エ
「今
、
青
年
僧
に
何
が
で
き
る
か
」
と 

い
う
目
的
意
識
を
常
に
持
ち
、
日
々
精
進
、
 

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
年
に
約
三
回
行
わ 

れ
ま
す
法
式
研
修
で
自
己
の
研
鑽
を
深
め
、
 

「あ
り
が
と
う
！
あ
な
た
の
愛
を
、
真
心
を
」
 

を
合
言
葉
に
行
っ
て
い
ま
す
歳
末
助
け
合
い 

托
鉢
で
は
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
に
よ 

り
多
く
の
学
び
が
あ
り
、
青
年
僧
と
し
て
成 

長
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

た
、
四
国
管
内
青
年
僧
と
の
協
調
、
結 

ま

束
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
愛
媛
と
い
う
小
さ

な
枠
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
四
国
曹 

洞
宗
青
年
会
と
も
相
互
協
力
し
、
管
区
事
業 

や

「禅
を
聞
く
会
」
等
の
管
区
教
化
セ
ン
タ 

j
事
業
に
も
積
極
的
に
協
賛
し
て
き
ま
し 

た
。
平
成
十
三
年
、
全

曹

青

主

催

の

「禅
文 

化
学
林
」
を
愛
媛
今
治
の
地
で
開
催
し
た
折 

に
は
、
愛
媛
県
内
青
年
僧
は
も
ち
ろ
ん
の
こ 

と
四
国
管
内
青
年
僧
の
一
致
団
結
し
た
協
力 

に
よ
り
大
円
成
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
一
同 

安
堵
の
気
持
ち
と
共
に
達
成
す
る
喜
び
を
感 

じ
、
会
員
の
志
気
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

し

か

し

、
会
員
の
平
均
年
齢
は
決
し
て
若 

し

い

と

は

い

え

ず

、
青
年
僧
ら
し
く
情
熱 

と
意
欲
を
忘
れ
る
事
な
く
、
何
事
も
実
践
し 

て
い
く
行
動
力
を
持
ち
続
け
た
い
と
願
っ
て 

は
お
り
ま
す
が
、
全
国
の
単
位
曹
青
の
活
動 

に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

「何
年
間
も
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら
な
い
。
」
「
い
つ 

も
同
じ
事
ば
か
り
し
て
マ
ン
ネ
リ
だ
。
」
「愛
媛 

に
若
い
坊
さ
ん
は
お
ら
ん
の
か
！
」
と
い
ろ
い 

ろ
御
批
判
も
頂
き
、
ご
も
っ
と
も
の
部
分
も 

否
め
ま
せ
ん
。
が
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
愛 

曹
青
に
乞
御
期
待
。
会
長
の
山
本
師
を
筆
頭 

に
役
職
員
一
同
「能
力
よ
り
意
欲
！
」
「何 

事
も
実
践
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
会
員
一
同 

が
切
磋
琢
磨
し
、
共
に
成
長
し
て
い
け 

る
愛
曹
青
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち 

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

、
フ
年
は
、
四
国
曹
青
会
主
催
で
あ
の 

厶
ワ
痛
ま
し
い
事
故
で
あ
り
ま
し
た 

「え
ひ
め
丸
遭
難
事
故
」

の
平
和
祈
念 

法
要
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
に
は 

え
ひ
め
丸
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
先
生
方 

と
同
年
齢
の
者
も
お
り
、
高
校
生
を
子 

供
に
持
つ
も
の
も
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
た
び
の
事
故
を
他
人
事
と
思
え
ず
、
 

一
重
に
供
養
と
慰
霊
を
し
た
い
と
い
う
気
持 

ち
と
共
に
関
係
者
の
方
々
の
心
の
癒
し
、
メ 

ン
タ
ル
ケ
ア
ー
が
で
き
れ
ば
と
い
う
純
粋
な 

気
持
ち
か
ら
希
望
す
る
法
要
で
す
。
地
元
で 

あ
り
ま
す
宇
和
島
市
の
泰
平
寺
様
を
会
場
と 

し
、
追
悼
の
供
養
と
事
故
後
の
関
係
者
の
心 

の
癒
し
が
で
き
れ
ば
と
四
国
曹
青
会
役
職
員 

一
同
、
日
夜
討
議
、
討
論
を
続
け
て
い
る
最 

中
で
あ
り
ま
す
。

夬

し

て

豪

華

な

こ

と

、
華
や
か
な
こ
と
は 

か

で

き

ず

、
浅
学
若
輩
者
も
多
数
い
ま
す 

が
、
基
本
理
念
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
《
相
互 

信

頼•

協

力

推

進•

日
々
向
上
》
を
念
頭
に 

お
き
、

「青
年
僧
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」

「青 

年
僧
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
を
常
に
模
索 

し
続
け
、
開
拓
者
精
神
に
あ
ふ
れ
た
心
若
き 

青
年
会
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

•

活
動
内
容

法

式
研

修•

歳
末
助
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合
い
托
鉢•
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区 

事

業
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区
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事
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•
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